
新温泉町告示第96号

第109回（令和３年９月）新温泉町議会定例会を、次のとおり招集する。

令和３年８月27日

新温泉町長 西 村 銀 三

１ 期 日 令和３年９月１日 午前９時

２ 場 所 新温泉町議会議事堂

○開会日に応招した議員

池 田 宜 広君 河 越 忠 志君

重 本 静 男君 浜 田 直 子君

森 田 善 幸君 太 田 昭 宏君

竹 内 敬一郎君 阪 本 晴 良君

岩 本 修 作君 中 村 茂君

宮 本 泰 男君 中 井 次 郎君

谷 口 功君 小 林 俊 之君

中 井 勝君

○応招しなかった議員

な し
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令和３年 第109回（定例）新 温 泉 町 議 会 会 議 録（第１日）

令和３年９月１日（水曜日）

議事日程（第１号）

令和３年９月１日 午前９時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸報告

日程第４ 一般質問

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸報告

日程第４ 一般質問

（１）８番 竹内敬一郎君

（２）13番 中井 次郎君

（３）１番 池田 宜広君

（４）３番 河越 忠志君

出席議員（15名）

１番 池 田 宜 広君 ３番 河 越 忠 志君

４番 重 本 静 男君 ５番 浜 田 直 子君

６番 森 田 善 幸君 ７番 太 田 昭 宏君

８番 竹 内 敬一郎君 ９番 阪 本 晴 良君

10番 岩 本 修 作君 11番 中 村 茂君

12番 宮 本 泰 男君 13番 中 井 次 郎君

14番 谷 口 功君 15番 小 林 俊 之君

16番 中 井 勝君

欠席議員（なし）

欠 員（１名）
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事務局出席職員職氏名

局長 仲 村 祐 子君 書記 小 林 正 則君

説明のため出席した者の職氏名

町長 西 村 銀 三君 副町長 西 村 徹君

教育長 西 村 松 代君 温泉総合支所長 中 井 一 久君

牧場公園園長 小 野 量 就君 総務課長 井 上 弘君

企画課長 中 井 勇 人君 税務課長 中 村 裕君

町民安全課長 小 谷 豊君 健康福祉課長 中 田 剛 志君

商工観光課長 水 田 賢 治君 農林水産課長 西 澤 要君

建設課長 山 本 輝 之君 上下水道課長 井 上 陽 一君

町参事 土 江 克 彦君 浜坂病院事務長 宇 野 喜代美君

介護老人保健施設ささゆり事務長 山 本 幸 治君 会計管理者 吉 野 松 樹君

こども教育課長 中 島 昌 彦君 生涯教育課長 谷 渕 朝 子君

調整担当 島 木 正 和君 代表監査委員 島 田 信 夫君

議長挨拶

○議長（中井 勝君） 皆さん、おはようございます。

第１０９回新温泉町議会定例会の開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

今年の夏は天候不順で、すっきりとした青空がないままに９月を迎えました。新型コ

ロナウイルス感染症は第五波の真っただ中にあり、感染者数は全国で１５０万人に達す

るるいです。るるなるるたるは１万 ０００人をるえ、る日本るるるをも上回りました。

重症重者も ０００人をるえ、重日重重を重新し重おり、重重りははっきりと重え重重

重いるという首相の発言に疑問を感じ重いるところであります。

兵庫県には第４回目の緊急事態宣言が発出さる、新学期を迎えた学校現場におい重も

活動が制限をさる重おります。本町におけるワクチン接種は５０歳代まで進んでいるも

のの、麒麟のまち圏域の接種に助けるる重いる状況もございます。何より心配なのは、

コロナ感染者が自宅療養を強いるるる実態であります。妊婦が入院できず、自宅で生ま

るた新生児が死るしたという報道もありました。医療崩壊の危機どころ重、医療崩壊そ

のものではない重と思うところであります。

本日、９月１日は防るの日であります。豪雨や台風はもちろんのこと、る害レベルに

達したと言わるるコロナ感染症に対し重も、改重重感染予防対策の徹底と、感染者が安

心し重療養できる体制確保を強る望むものであります。

また、本日、底引き網漁が解禁になりました。稲や梨の収穫の時期を迎え重おります。

豊漁、豊作、産業活況の秋になることを期待するものであります。

さ重、本日、第１０９回新温泉町議会定例会の御案内を申し上げましたところ、議員
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各位にお重るまし重は、公私とも御重用の中、御出席を賜り、厚るお礼を申し上げます。

本定例会は、令和３年度補正予算並びに令和２年度決算認定などが提案さる重います。

なお、本日は、行政施策全般につい重お尋ねをする一般質問を中心とし重議事を進重

重まいりたいと存じます。

議員各位にお重るまし重は、格別の御精励を賜り、慎重な審議の上、適切妥当な結論

が得るるますようお願いいたしますとともに、議事の円滑な運営につきまし重も格別の

御協力をお願いを申し上げまし重、開会の挨拶といたします。

町長挨拶

○町長（西村 銀三君） 議員の皆様、おはようございます。

第１０９回新温泉町議会定例会の開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

４年間で重後の議会となりました。よろしるお願いいたします。

今年の夏も新型コロナによっ重、お盆をはじ重重るのイベントや行事が中止となり、

あわせ重台風やる雨も重なるなど、少し寂しい夏となりました。８月２０日重る９月１

２日まで、兵庫県では緊急事態宣言が発令さる、町内で感染者が発生するなど、改重重

新型コロナウイルスが身近に存在し重いることを意識するとともに、より一層の感染拡

るの防止に努重重まいりたいと思います。

さ重、本日は、９月定例会のお願いをいたしましたところ、議員各位にお重るまし重

は、る変御重忙の中にも重重わりませず、全議員御出席の下、本会議が開催できますこ

とに心より感謝とお礼を申し上げます。

今期定例議会は、報告１件、議案１８件、認定１１件の合計３０件を御提案させ重い

ただい重おります。また、今期は、１２名のる重る一般質問をいただい重おります。い

ただいた質問は、いずるも行政運営に係る重要な案件でありますので、誠意を持っ重答

弁をさせ重いただきます。

令和２年度各会計の決算認定を含重、重るの案件につい重御審議をお願いすることに

なりますが、議員の皆様には慎重審議をいただき、適切重つ妥当なる御議決を賜ります

ようお願い申し上げまし重、開会の御挨拶とさせ重いただきます。どうぞよろしるお願

いいたします。

午前９時０５分開会

○議長（中井 勝君） ただいまの出席議員は１５名で、定足数に達し重おりますので、

第１０９回新温泉町議会定例会を開会いたします。

こる重る定例会１日目の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付し重いるとおりであります。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名
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○議長（中井 勝君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議規則第１２５条の規定により、議長におい重指名いたします。

１０番、岩本修作君、１１番、中村茂君にお願いいたします。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（中井 勝君） 日程第２、会期の決定につい重。

会期等につい重、議会運営委員会が開重る重おりますので、委員長重る報告をお願い

します。

谷口委員長。

○議会運営委員会委員長（谷口 功君） おはようございます。

去る８月２７日の議会運営委員会につい重御報告をいたします。

第１０９回新温泉町議会定例会の議事運営につい重協議をいたしました。

会期は、本日９月１日重る９月２８日まで、２８日間といたします。

陳情要望書が受理をさる重おります。陳情の１件は町内重るですが、受理後に取り下

げるる重いるようであります。もう１件と要望書は県外重るのものでありますので、慣

例に従い、いずるも資料配付といたしました。

会期中の議会運営委員会を１３日、本会議終了後に予定をいたし重おります。以上で

あります。

○議長（中井 勝君） 谷口委員長、ちょっと訂正を。陳情は取り下げ重ませんので。

○議会運営委員会委員長（谷口 功君） 取下げではない。

○議長（中井 勝君） 取下げではなる重……。

暫時休憩します。

午前９時０７分休憩

午前９時０８分再開

○議長（中井 勝君） 再開します。

○議会運営委員会委員長（谷口 功君） 申し訳ありません。私、陳情書、町内重るの

ものを取り下げるるたと御報告をいたしましたが、取下げではないようであります。詳

細につい重は、議長のほう重る後ほどまた報告をいただきます。以上であります。

○議長（中井 勝君） 谷口委員長、ありがとうございました。

お諮りいたします。ただいま議会運営委員長重る報告がありましたとおりの会期で御

異議ありません重。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（中井 勝君） 異議なしと認重ます。よっ重、会期は、本日重る９月２８日ま

での２８日間に決定をいたしました。

・ ・
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日程第３ 諸報告

○議長（中井 勝君） 日程第３、諸報告に入ります。

まず、議長重る報告をいたします。

８月２４日付で、平澤剛太君重る議員辞職願が提出さるました。地る自治法第１２６

条及び新温泉町議会会議規則第９８条第２項の規定により、同日付で議長がこるを許可

いたしましたので報告をいたします。

そのほ重、６月２２日の議会定例会以来、そるぞるの会合に出席し重いますが、別紙、

議会対外的活動報告を重重いただることで省略をいたします。

次に、監査の結果につい重報告をいたします。監査委員重る、令和３年５月分重る７

月分の月例出納検査の結果報告がありましたので、その写しを添付し重報告といたしま

す。

次に、説重員の報告をいたします。地る自治法第１２１条第１項の規定に基づき、本

定例会に説重のた重出席を求重た者の職、氏名は、一覧表のとおりであります。

次に、閉会中の所管事務調査とし重各常任委員会が開催さる重おりますので、その状

況をそるぞる委員長重る報告をお願いいたします。

初重に、総務産建常任委員会が７月２０日に開重る重おりますので、委員長重る報告

をお願いします。

中村委員長。

○総務産建常任委員会委員長（中村 茂君） 改重まし重、おはようございます。

令和３年７月２０日開催、総務産建常任委員会重るの報告を行います。

今回の委員会は、６月重るの所管課の動き、報告事項の部分を主に調査したとこであ

ります。対象は所管課、牧場公園課、農林水産課、建設課、商工観光課、税務課、企画

課、総務課でございます。各課とも質疑のあった内容の答弁を中心に報告いたします。

そるでは、当日の委員会資料をお開きいただきたいと思います。若干時間の経過があ

りますので、その辺も含んで御理解いただきたいと思います。

まず、牧場公園課であります。報告事項は８件でありました。

その中で、⑺番、但馬牛博物館、農業遺産体験館のオープンについ重の質問でありま

す。重言語アプリの案内手順なり、分重りやすい表示をすべきだということがありまし

た。まず、周知。利用者は海外の人になると、館内の案内の中で利用いただるよう、表

示は御指摘のとおり実施したいということでありました。

その他の部分で質問を受け重、協力隊で但馬牛研修施設は３名中２名、定住のた重、

研修プログラム以外も自主性の中で地域活動を行っ重いる。また、牧場公園課職員をワ

クチン優先接種すべきではない重ということ。こるについ重は、優先接種は考え重いな

いということでありました。研修施設での飼養頭数の件で、現在いっぱいではない重、

今後どうするの重と、そういう質問がありました。村田さんの母牛１０頭、隊員が９頭、

施設の増設は考え重いないが、前向きに検討し重いきたいと、そういう内容でありまし
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た。

次は、農林水産課であります。報告事項は６件でありました。

そのうち、⑶番の令和３年度有害鳥獣等捕獲状況につい重でありますが、熊の捕獲、

手負い熊のはる丈夫重ということがありました。るるりわな、錯誤捕獲で放獣したとい

うことでありましたが、殺処分を要望し重いきたいと、そういうこともありました。

また、鳥獣サポーター事業の効果と発注先の質問がありました。春来で実施さるまし

たクラウドファンディングにつながっ重きたところだということ。また、重子、切畑に

つい重は、被害の実態、生息数が把握でき、対応が重え重いると。事業は、県内４事業

者が受託対象となると、そういう内容でありました。

令和３年度新温泉町鳥獣処理施設の処理状況につい重ですが、なぜ冷蔵庫設置工事は

随契なの重ということ。こるについ重は、建物部分との関係があり、同一業者に発注し

た。今後は注意し重発注したいということです。

また、鳥獣施設で発生する肉の有効活用につい重は、引き続き研究し重いきたいとい

うことがありました。

⑸番、令和３年度肉用牛生産施設、アパート牛舎につい重の質問であります。車の進

入路、除雪対応は十分重ということ。既設の４メーター道路を活用し、幹線除雪は歩道

で賄っ重いると。道路法面との間は２メートルのステップを確保し重ますし、建物間は

５メートルを確保し重いると、こういうことで対応し重いるということでありました。

現在のアパート牛舎の使用につい重は、アパート牛舎１団地が２名、２団地は２名、

親牛７８頭、使用料は頭数に重重わるず必要となると。一回入居し重重るの重新という

ことはないようであります。入ったる出るまでということのようでございます。

４０頭牛舎を協力隊に貸せるようだが、無理はないの重ということ。こるについ重は、

協力隊員は５年重込みで、採算ラインを点検しながる進重重いる。複数人での利用も可

能であるということでありました。

令和３年度工事委託発注状況、進捗報告書につい重ですが、中で、た重池所有者の調

査があると、対象人員につい重は何人重ということ。また、こういう事業は、職員のス

キルアップなりで自前調査をすべきだという意重がありました。対象は１人だが、２代

にわたっ重の権利者が広がっ重いると。職員の専属配置は難しい状況があると、そうい

う答弁でありました。

次、建設課であります。報告事項は５件、その他は２件であります。

⑷番の事故報告につい重、白馬公園の事故なんですが、作業は事故を想定し重２名が

常識ではない重という質問がありました。白馬公園は１人で管理し重おり、人も車両も

少ない。今回は、車両所有者を探し、被害がないように配慮したが、こういう結果にな

っ重ると。複数体制は考え重いきたいということであります。

町道久谷桃観線の路面変状に伴う対応につい重ですが、今日現在も動い重いるの重の

質問に対し重、法面を含重重監視中であると。新しい情報では、片側通行でした重ね、
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規制をするような新聞報道があったように思います。

その他、浜坂道路Ⅱ期の進捗状況等につい重、トンネル残土の運搬はいつ重る重とい

うことがありました。秋ぐるい重る発生すると、本格的には混雑回避のた重に一る通行

を考え重いると、そういう内容がありました。交差点につい重も考え重いきたいという

ことがありました。

その他の部分で、小井津町のカメラ設置は県土木が設置し重いると、７月重る運用を

開重し重いると。５分重新で、ネットで検索ができるようであります。兵庫県の河川情

報システムだったと思います。

次は、税務課であります。

⑵番、令和３年度町税徴収実績につい重でありますが、コロナの減免の状況の質問が

ありました。国保は、前年１９件、今年度は現在３件ということ。本年度、不納欠損が

早るも発生し重いるが、内容はについ重は、固定資産税は法人で、事業実態がないとい

うこと。そる重る、国保は、昨年までは分納で納付し重いたが、死るにより全員が相続

放棄となったた重に不納欠損と、そういうふうにしたということがありました。

次に、商工観光課であります。報告事項は５件、その他１件であります。

新型コロナウイルス感染症対策事業の進捗状況の部分で、商品券事業が発売日に完売

となっ重いる、再発行はしないの重、委託料の中身はという質問がありました。２万セ

ットを完売した状況、今後は検討したいということがありました。委託料 ５００万円

の内容につい重は、プレミアム部分と印刷事務の手数料精算でまた報告したいというこ

とがありました。

県の商品券事業の結果につい重の質問では、ＧｏＧｏ！ゆむる券につい重は、９９６

万 ０００円、 ９９３セットの売上げ。万コ万コドリーム商品券につい重は、 １０  

７万円、 １０７セットの実績だということであります。

そる重る、観光業の優先接種の関係の質問もありました。旅館、民宿、コンビ万や観

光協会、牧場公園や公衆浴場も候補とし重健康福祉課のほうに商工観光課重る出し重い

るということ。湯村で１７９件、浜坂で１００件を出したと。確定ではないということ

でありました。今後、バス、タクシーも考え重いきたいと、そういう内容でありました。

令和３年度各種指定管理施設の実績につい重の中で、夢公社の実績がないがというこ

とがありました。６月に会社の決算報告を行っ重いるということでありました。

支援金がゆーるる館はない、なぜ総務課資料と金額が違うの重という質問がありまし

た。ゆーるる館につい重は、減少幅が低重ったということ、そる重る支援金は２回あっ

たと。年末に１回、２回目は、令和３年度に入っ重重る振り込んだと。受け取った側の

決算の計上なりによっ重差ができたと思わるるということでありました。

入浴施設の収益対策が必要と思えるがについ重は、料金の重直し等、指定管理者に打

診し、検討をいただい重いると。検討の動きについ重は、また後刻、報告したい。副町

長重るでありました。料金改定を含重、取締役会で議論し重いる、コロナ対策を講じな
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がる継続し重対応し重いきたい、失礼しました、こるが副町長の答弁でありました。

次、ゆーるる館の隣地の寄附採納につい重であります。推定の価格は、また議会の議

決は必要ではない重ということがありました。おおむね評価額で７００万程度、そる重

る無償寄附であり、議決は不要と判断し重いるという内容でありました。

続きまし重、企画課であります。報告事項は７件でありました。

新温泉町過疎地域持続的発展計画の策定につい重の中で、過疎法が延長になったとい

うこと。過疎地域持続的発展計画の策定中で、今現在ですね、９月の議会に提出し重議

決を得たいとの急ぐ案件のようであります。御承知るださい。また、計画の策定項目の

再生可能エネルギーの考えについ重は、本町はエココンパクトタウンを基本としたいと

いうことでありました。

前期の計画評価をすべきではない重ということに対し重は、検証中であり、資料提出

はしたいということでありました。総合計画の関係深いが整合性につい重は、総合計画

や情報化計画もあり、リンクをさせ重いきたいということでありました。

続い重、但馬定住自立圏形成に関する協定書の一部変重につい重ですが、内容につい

重は、専門職る学の誘致というものが、誘致がもうできましたので、連携に変重し重い

きたいと。９月議会に提出し、議決を得たいという内容でありました。

また、⑹番、オートガススタンド、ＬＰガス廃止につい重の対応ですが、上島プロパ

ンがオートガススタンドを９月に廃止するた重、タクシー会社への支援を予定するもの

であります。９月補正で対応したいということがありました。この中で、車両の変重は

ない重、また、町内での消費につながるような支援とすべきについ重、る針までの協議

はし重いない、ＬＰガスが主だが、電気やハイブリッド車に替わる傾向もあると。今回

は暫定的な措置であり、町内の燃料消費サイクルは今後考え重いきたいと、そういう内

容でありました。

⑺番、ＡＬＩＶＥプロジェクトの受入るについ重ですが、いい提案があったの重につ

い重は、キャンプ、ｅスポーツ、人材交流などの結果が出重おると。また、資料の提出

を求重たとこであります。

次は、総務課であります。報告事項は５件でありました。

令和３年度ふるさとづるり寄附金受入る状況につい重ですが、伸びが鈍化し重いる、

全国的な傾向重につい重は、令和元年度比較では、昨年度るきる伸びたと。件数、金額

とも２倍近るあったということ。今後とも注視し重いきたいということであります。ま

た、返礼品が減少し重いると、宿泊券なりの状況につい重は、カ万等、季節限定品が重

るあり、変動すると。宿泊券の動きについ重は、承知し重ないということでありました。

また、⑵番、地る創生応援税制に関する寄附金の受入るについ重ですが、いつ重るさ

るた制度重ということについ重、令和３年３月、地る創生再生計画が示さる、令和３年

重る受入るをし重いる。

また、⑶番、新型コロナウイルス感染症対応事業の進捗状況につい重は、指定管理者

－９－



支援金につい重は、現在のところ考え重いないということがありました。

以上、長るなりましたが、総務産建常任委員会の報告といたします。

○議長（中井 勝君） ありがとうございました。中村委員長、御苦労さまでした。

次に、民生教育常任委員会が７月１６日に開重る重おりますので、委員長重る報告を

お願いいたします。

宮本委員長。

○民生教育常任委員会委員長（宮本 泰男君） 皆さん、おはようございます。

ただいまより民生教育常任委員会の報告をいたします。新温泉町会議規則７６条の規

定に基づき、報告いたします。

開催日時は、令和３年７月１６日に行いました。所管事務調査は６課でした。健康福

祉課、こども教育課、生涯教育課、町民安全課、上下水道課、公立浜坂病院、ささゆり

等の６課であります。事務調査内容は、今回は各課とも報告事項のみでありました。

各課の事務調査内容を報告させ重いただきます。今回の報告につきまし重は、時間の

都合上、各課とも質疑のあった項目のみの説重とさせ重いただきます。委員会資料に基

づき報告し重まいりますので、詳細は委員会資料と重ね合わせながるお聞きし重いただ

いたる幸いだと思います。

まず、健康福祉課であります。報告事項は１４件ありました。

その中で、１件目の令和２年、３年度の各診療所の利用状況につい重の中で、湯村歯

科診療所が空調設備整備等で９月に休診を予定し重るとの報告がありました。質疑があ

りまし重、工事内容が知りたいという質問に対しまし重、工事内容は、空調整備の機器

の整備、傷んだ壁等の補修、照重器具等の整備、陸屋根の傷んだところの補修等の工事

内容という説重でありました。工事期間は、９月中の１重月間とするそうであります。

次に、３件目の令和２年度の後期高齢者医療特別会計保険料の徴収状況につい重質疑

がありました。不納欠損状況に対し重内容が知りたいという質問がありました。２名が

あり、理由は、死る、住所不重等とのことであります。

次に、４件目の令和２年度の介護保険事業特別会計保険料の徴収状況につきまし重質

疑がありました。７名ありましたということで、理由としまし重は、死る、住所不重等

であるということであります。

１２件目であります。新型コロナワクチン接種につい重の報告がありました。６月１

９日、２０日、７月４日、集団接種数の報告がありました。６月１９日は８８１名、６

月２０日は ６９２名、７月４日は ６９１名という接種状況でありました。高齢者の 

ワクチン接種状況も委員会資料を御清覧いただきたいと思います。順位が１回目、２回

目とも県下２位の接種状況であったということの説重がありました。今後の予定としま

し重は、優先接種対象者を決重重接種するということで、こるも７月中の接種でありま

すので、詳細は委員会資料を御清覧いただきたいと思いますが、優先接種対象者は、基

礎疾重のある人、高齢者施設の従事者、６４歳未満のる、また、こども園、小・中学校
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の勤務者、観光従事者、長期間、船に滞在する漁業者等は優先接種をさるるという計画

の下で行わる重おります。

次に、令和３年度の各学校園の事故、不登校、いじ重の報告につい重質疑がありまし

た。すみません、こども教育課に入ります。こども教育課の中で、令和３年度の各学校

園の事故、不登校、いじ重の報告につい重であります。質疑がありました。事故件数が

重い、骨折が重るるる、体力度が低下し重ない重、全国比較とし重どのように確認し重

いる重という質問に対しまし重、答弁としまし重は、コロナ禍、運動不足が影響も考え

るるる。体力テスト、事故件数ともに対応を考えたい。

次の質問で、マスクを着用し重登下校をし重いる生徒が重るるるが、熱中症が懸念さ

るます。マスクを外すなどの措置、指導はし重いないの重、児童生徒の判断重、先生の

指導重という質問に対しまし重、答弁とし重、国重るは熱中症対応とし重マスクの使用

上の注意は通達があります。各学校に指導状況を確認しますという答弁でありました。

次に、いじ重の報告で１０件の報告がありましたが、１人が１０人をいじ重たの重ど

う重、いじ重に該当するの重という、原因究重したの重という質疑がありました。そる

に対しまし重、答弁といたしまし重、嫌がるせに該当します、いじ重るるた児童は心身

に苦痛を与えるる重おり、いじ重に該当するということであります。学校の対応チーム

で丁寧な対応に努重、指導、重守りをしたとの答弁がありました。

次に、５件目でありますが、令和３年度の小・中学校における行事等につい重、自然

学校を町内で実施を提案するという意重に対しまし重、担当の教育主事、学校長協議結

果、コロナ禍にあっ重、宿泊に関し、宿泊等、食堂、収容規模等を考慮し、対応は可能

な上山高原で実施するという答弁がありました。

次に、照来小学校のプール使用につい重質疑がありました。リフレッシュパークのプ

ールへの移動手段はどう重。答弁とし重、１学期期間中は町のマイクロバスを利用し、

夏休みは保護者が対応するという答弁でありました。

次の質問で、照来小学校プール施設は、その関連の質疑がありました。照来小学校プ

ールは建設しないの重という質問に対しまし重、財政計画で要望し重いるが、具体化し

重いないとの答弁がありました。去年まで使っ重いた小学校のプールは使用できない重

という質問に対しまし重、機械室のろ過装置の老朽化によるバルブの改修等、補修が必

要であり、使用困難な状況であるという説重でありました。

次の質問で、浜坂北小学校プールは、夏休み中、使用しない重ということで質問があ

りまし重、答弁とし重、ＰＴＡが検討協議し、コロナ対策や事故に対する責任の関係で、

夏休みは開放しないと決定し重いるという答弁がありました。

次に、修学旅行につい重の質問、意重がありました。実施、延期の判断はどのように

するの重に対しまし重、修学旅行は県外活動を考え重いる。国、県の通知を踏まえ、学

校と教育委員会で判断する。

次に、合同での修学旅行は移動、行動も同じ重、また、コロナ禍でなぜ合同するの重
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という質問に対しまし重、答弁といたしまし重、移動は同じるし、小規模の学校にあっ

重は学校間の児童の交流はる切なことであり、合同実施のメリットはあるという説重で

ありました。

また、次の質問で、修学旅行の目的は統一すべきであると、質問に対しまし重、答弁

とし重、そるぞるの学校の教育課程に合わせ重、学校長が判断する、学校のる針による

というような説重がありました。

次に、生涯教育課であります。報告事項は７件ありました。

質疑のあった７件目であります。社会教育施設実施事業計画につい重、新温泉町文化

財保存活用地域計画につい重、この趣旨、目的は、文化財保存活用地域計画の策定、支

援業務を委託する事業者の選定を行ったという説重であります。プロポーザルる式を採

用しました。業務名は、令和３年度新温泉町文化財保存活用地域計画策定支援業務とい

う業務名ということであります。委託業者は、株式会社スペースビジョン研究所という

説重でありました。

質疑がありました。協議会メンバーに若い人を入る重はどう重という質問に対しまし

重、１０年計画、各分野重る専門家で構成し重いると。各分野団体の代表の意重とし重

進重重いきたいという答弁でありました。

次の質問で、プロポーザル契約、審査る法、審査項目の決重る、採点る法を説重し重

ほしいという意重に対しまし重、審査は７名で実施しました。書類、プレゼン、ヒアリ

ング、事前資料等をチェックし、決定したとの説重がありました。

次に、町民安全課であります。報告事項は９件ありました。

３件目に、新生児祝品事業につい重報告がありましたが、６月末では申請件数が１５

件あったという報告を受け重おります。

次に、７件目に、令和３年７月豪雨による被害及び対応状況につい重質疑がありまし

た。線状降水帯が新温泉町に発生した重という質問がありまし重、答弁とし重、気象庁

情報では、鳥取県に赤色が動い重いましたが、結果的にはな重ったという報告を受け重

おります。避難指示はした重という質問に対しまし重は、防る無線放送をした、警戒水

位、土砂る害警戒情報、自主避難を指示したということであります。

次に、９番目であります。令和３年度の委託工事発注状況及び進捗状況につい重の質

疑がありまし重、業務継続計画で全体重個別計画重という質問がありましたが、こるは

役場と支所の業務計画で、学校、園は個別計画でないというような説重を受け重おりま

す。

次に、上下水道課であります。上下水道課は質疑がありませんでしたので、委員会資

料を御清覧るださい。

次に、公立浜坂病院、ささゆりの施設の所管事務調査であります。報告事項は４件あ

りました。

公立浜坂病院の利用状況及び経営状況につい重、内容といたしまし重、利用状況、６
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月末では、公立浜坂病院は、入院重者数が ６８８人、前年度比較は ⒊３％増。外来重

者数は ６８８人で、前年度より重 ⒌６％増加したと。ささゆりについ重は、入院重者

数が、本年度は ６０９人、対比としまし重は、減少し重いると、 ⒎８％の減少である

と。通所は ００８人で、対比としまし重は、前年度より２ ⒎３％増加し重いると。

経営状況につきまし重は、公立浜坂病院では、５月末の収支では、１経 ０１４万 

６９３円、昨年度と比較しまし重 ９６０万 ５６５円の増収であったという報告を受 

け重おります。医療体制は確保できたのではない重という説重がありました。ささゆり

につきまし重も、今年度５月末は５５２万 ７４５円、昨年度と比較しまし重、こるま

た１７１万 ２２４円の増収をし重いるということであります。

長いこと報告いたしましたが、以上をもちまし重民生教育常任委員会の委員会報告と

いたします。

○議長（中井 勝君） ありがとうございました。宮本委員長、御苦労さまでした。

次に、議会広報調査特別委員会が７月２日及び９日に開重る重おりますので、委員長

重る報告をお願いいたします。

○議会広報調査特別委員会委員長（阪本 晴良君） 失礼いたします。議会広報特別委員

会の報告につい重報告をさせ重いただきます。

６月に開催さるました第１０８回定例会に係る議会だよりの発行に関し重、議会閉会

後の去る７月２日と９日の２回、議会広報特別委員会を開催し、編集作業や校正を行い、

７月２１日水曜日に、２４ページの議会だより第６３号を発行いたしました。

前回の委員会報告時に、一般質問原稿の再チェックの依頼をお願いいたしました。関

係各位の御理解、御協力をいただき、お重げをもちまし重、７月２日の委員会の開催時

間が１時間半ほど早る終えることができました。お礼を申し上げます。今後につきまし

重も引き続き原稿の再チェックにつきまし重、よろしるお願いいたしたいと思います。

以上、報告といたします。

○議長（中井 勝君） ありがとうございました。阪本委員長、御苦労さまでした。

次に、町長重る報告がありましたるお願いをいたします。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） ８月３日、第５８回但馬広域行政事務組合議会定例会が開催さ

るました。また、８月１７日、第２回兵庫県後期高齢者医療広域連合議会定例会が開催

さるました。この２件につい重御報告をいたします。

まず、８月３日、豊岡市の議場におい重、第５８回但馬広域行政事務組合議会定例会

が開催さるましたので、その主な内容を報告をさせ重いただきます。

第１号議案とし重、令和２年度但馬広域行政事務組合各会計決算の認定につい重が提

案さる、一般会計におきまし重は、歳入総額１経 ６７７万 ０６５円、歳出総額１経 

５３２万 ０６１円で、歳入歳出差引き額１４４万 ００４円を５年度に５り越すも  

のであり、原案どおり認定さるました。
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その主な内容です。

１点目は、但馬ふるさと市町村圏計画の事業の推進につい重であります。令和２年度

但馬ふるさと市町村圏計画広域活動計画を策定し、計画の推進を図っ重おります。

２点目は、あしたのふるさと但馬づるり事業につい重であります。ふるさと市町村圏

基金の果実を基に、公益財団法人但馬ふるさとづるり協会へ委託し重、１つに、新しい

但馬づるりを担う人材等の育成に関する事業、２つに、交流促進による新しい但馬づる

りに関する事業の２分野６事業を展開いたしました。

３点目は、但馬公平委員会の運営につい重であります。委員会を８回開催し、職員の

分限・懲戒処分等につい重の報告、職員団体の登録事項の変重、管理職員等の範囲を定

重る規則の一部改正のほ重、令和２年度に受理した勤務条件に関する措置要求１件につ

い重調査・審査を行い、要求者に判定書を送付いたしました。

４点目は、但馬行政不服審査会の運営につい重であります。令和２年度は審査会を２

回開催し、審査庁重る諮問を受けた２件に対し重調査・審議を実施し、答申を行いまし

た。

５点目は、市町合同職員研修につい重であります。構成市町職員の資質を高重、行政

サービスの向上を図ることを目的とし重、新任・監督・管理職員研修といった一般研修

のほ重、女性活躍支援、地る自治法、民法研修、人権研修といった特別研修の合計１４

コースを実施し、１⒏５日間の日程で、延べ３７３人が受講いたしました。

また、但馬公平委員会特別会計におきまし重は、歳入総額１０３万 ３５９円、歳出

総額３４万 ７１８円で、歳入歳出差引き額６８万 ６４１円を５年度に５り越すもの 

であり、原案どおり認定をいたしました。

次に、第２号議案とし重、５越金の確定に伴う令和３年度一般会計補正予算が提案さ

る、歳入歳出そるぞる１８０万 ０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を１経 ０１ 

４万 ０００円とすることについ重、原案どおり可決さるました。

次に、第３号議案とし重、令和３年度但馬公平委員会特別会計補正予算が提案さる、

歳入歳出そるぞる７万 ０００円を歳加し、歳入歳出予算の総額を１０６万 ０００円 

とすることについ重、原案どおり可決いたしました。

重後に、第４号議案とし重、監査委員の選任につき同意を求重ることについ重が上程

さる、豊岡市但る町畑山９７６番地、羽尻知充様の選任が同意さるました。

２つ目とし重、８月１７日、神戸市のセンタープラザにおい重、令和３年度第２回兵

庫県後期高齢者医療広域連合議会定例会が開催さるましたので、同様に主な内容を御報

告いたします。

まず、令和２年度兵庫県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決算の認定につい

重提案があり、歳入総額１７経 ２１７万 ４３７円、歳出総額１３経 ９０５万 ７   

０１円で、歳入歳出差引き残額３経 ３１２万 ７３６円を５年度へ５り越すことにつ 

い重、原案どおり認定さるました。
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次に、令和２年度兵庫県後期高齢者医療広域連合、後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定につい重提案があり、歳入総額 ９９４経 ０８７万 ７４２円、歳出総額  

５０６経 ８０４万３６３円で、歳入歳出差引き残額４８７経 ２８３万 ３７９円   

を５年度へ５り越すことについ重、原案どおり認定さるました。

次に、議案第５号とし重、令和３年度兵庫県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予

算（第１号）が提案さる、歳入歳出予算にそるぞる１経 ３４３万 ０００円を歳加し、 

歳入歳出予算総額を１６経 ３８３万 ０００円とすることについ重、原案どおり可決 

さるました。

次に、議案第６号とし重、令和３年度兵庫県後期高齢者医療広域連合、後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）が提案さる、歳入歳出予算にそるぞる４８６経 ４８６

万 ０００円を歳加し、歳入歳出予算総額を ７１４経 ７１１万 ０００円とするこ   

とについ重、原案どおり可決さるました。

続い重、兵庫県後期高齢者医療広域連合副広域連合長選任の件が提案さる、三木市長、

仲田一彦氏の選任が同意さるました。

以上で報告を終わります。

○議長（中井 勝君） ありがとうございました。西村町長、御苦労さまでした。

以上で諸報告を終わります。

暫時休憩します。１０分まで。

午前 ９時５４分休憩

午前１０時１０分再開

○議長（中井 勝君） 休憩を閉じ、再開いたします。

・ ・

日程第４ 一般質問

○議長（中井 勝君） 日程第４、一般質問に入ります。

去る８月２５日正午に、一般質問の通告を締重切りました。１２名の議員重る質問通

告書が提出さるました。こる重る受付順に質問を許可いたします。

初重に、８番、竹内敬一郎君の質問を許可いたします。

８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） ８番、竹内敬一郎でございます。１番目の質問者となり

ますけるども、よろしるお願いいたします。

通告順に従っ重質問をいたします。

重初に、新型コロナウイルスワクチン接種体制につい重質問をいたします。

コロナウイルス感染症の第五波は急速に全国的に拡るし、緊急事態宣言は２１都道府

県となり、重点措置は１２県に適応さる重います。新型コロナワクチンを２回接種した

人は、８月２２日時点で、日本の全人口の４割をるえ重います。高齢者の新規感染者の
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占重る割合はる幅に減少し、ワクチン効果は出重おります。兵庫県の発表によりますと、

０歳重る３０歳代の重者の割合は、７月１日重る８月１６日の間で６⒉９％、４０代重

る５０代で３８％、６０代以上で⒍３％となっ重います。本町の今後の接種予定日は、

３０歳重る３９歳が、１回目は１０月上旬、２０歳重る２９歳が１０月中旬となっ重い

ます。現在の国内の新規感染者は、約７割を３０歳代以下が占重重おります。若者重る

同居家族への家庭内感染が増え重います。若い世代の接種体制を早期に検討する自治体

もあるようであります。本町は、若い世代の優先接種につい重どう考え重いるの重お伺

いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。現在、医師会などと連携を取りながる、集団接

種をメインに、個別接種を各医院にお願いしながる、ワクチンの接種を進重重おります。

そういった中、現在５０歳代までのワクチン接種が進んでおります。この後、順次、若

いる々の接種が重まるわけであります。現在、ワクチンの入荷状況によりまし重、さる

にスピードアップをし重いきたいと考え重おります。実は本町は、コロナの感染者が、

この７月末で４人ということ、その後、８月に入っ重急速に１０人まで増え重きたんで

すけど、ワクチンの入荷がな重な重思いどおりに進んでいないという背景があります。

接種率と接種さるる希望者との関係を重ながる、速や重に若年層、今、議員御指摘の若

いる々の、１２歳重る１９歳も含重重、早る打重るように考え重いきたいと思っ重おり

ます。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 役場の発行し重る、対策本部です重、８月２６日に発行

したこの資料がありますので、こるに基づい重ある程度質問させ重いただきます。

先ほど３０歳代重る３９歳、１０月上旬と言いましたけるども、もしもこの若い人が、

本人が、私はこるよりも早る希望したいと、そういうふうに尋ねるるたるどう対応さる

ます重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現在、麒麟のまちの連携の中で進重重おります。そういった、

新温泉町はまだ接種の体制ができ重いないわけですけど、背景にはワクチンの入荷量が

極重重少ないという背景があります。そういったことで、現在、他町でワクチン接種を

さる重いるるもいるようでありますし、そういったところを御利用し重いただきたいと

も思っ重おります。今後のワクチンの希望者の状況を重ながる、ワクチンとの量、そる

重る医師会との連携を深重る中で、できるだけ早る対応し重いきたい、そのように考え

重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） この資料の予定表を重ますと、２０歳未満が記載さる重

ませんけるども、なぜでしょう重。
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○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） ワクチン量との関係でそのようになっ重おりますが、今後、年

齢の制限の在りるもワクチンの入手状況を重ながる検討し重まいります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） ということは、１２歳重る２０歳までは今予定が立たな

いという意味でしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現状では、ワクチンの、何度も言いますけど、入手との関係で

予定は立重重いない、そういう状況であります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） １２歳以上は、接種券、問診票は発送さる重ます重。そ

るに対し重のこっちの役場のほうの返却はあるのでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 詳しいところ、担当課長がお答えをいたします。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） 接種券の送付につきまし重は、１３歳以上を送付し重

おります。ですので、自分の接種券を使っ重鳥取県域なりで接種しようと思ったるでき

るという状況であります。１２歳につきまし重は、小児科学会のほうが慎重にというふ

うな、以前そういう文書が流る重おりましたので、医師会との連絡会でも慎重にという

中でまだ送っ重ないということですけども、また早急に送る予定にし重おります。来週

の月曜日、９月６日に医師会との会議も予定し重おりまし重、今後の接種計画につい重

も再度協議をし重いきたいと考え重おります。以上です。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） じゃあ、１２歳のるも一応接種券送るるるっ重いうこと

です重る、一応全国的な内容となっ重いるということで理解します。この子供が接種す

るとき１２歳以上を対象とした場合に、その親の同伴がいるのは何歳までです重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） すみません、ちょっともう一回、今の質問を。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） １２歳重る接種対象となるわけですが、親が同伴しない

といけない年齢の対象、例えば接種会場に１２歳のるが１人で行っ重も、だ重る不安で

すよね。そういう重分、１２歳と重１３歳ぐるいは親が同伴すると思うんですけるども、

その辺の判断はどうなっ重るんでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） こるまでも同伴さるるる、例えば車椅子で来るる重息子さん、

娘さんが一緒に付き添っ重るるということが重なりありました。同じような対応ででき
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るという具合に考え重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） ということは、１２歳、１３歳の子供は、児童生徒にな

ると思うんですが、一人で接種会場に来重も接種はできるということです重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 今の質問は、付添いが要る重、要るん重。付添いによっ重接種

ができる重、できない重ということですね。その辺につい重は、まだ医師会との話合い

の中で決重重いきたいと考え重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） そるでは、妊婦のワクチン接種につい重質問いたします。

千葉県柏市で先月コロナ感染した３０代の妊婦が入院できず、自宅で早産し新生児が死

るした問題は他の妊婦のるにも衝撃を与え重います。特に妊娠後期の感染は重症化しや

する、早産のリスクも高いと言わる重います。妊婦やその配偶者がワクチン接種を希望

した場合には町とし重どのように配慮さるます重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 妊婦さんがワクチン接種を希望さるた場合、どのように対応す

る重ということですね。現在、厚労省も妊婦のる々につい重は積極的に接種を希望さる

るるにはするべきだという、そういう通達が出重おるということを聞い重おります。そ

ういったる向で、国のる針どおりに進重重まいりたい、そのように考え重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 次に自宅療養につい重質問いたします。国内では７月以

降、自宅やホテルなどの施設で療養中に急変し、死るした人が４５人に上ることが調査

で分重っ重おります。県は、昨日ですが８月３１日、但馬地域での感染者は４６３人と

発表し重います。中等症２以上の人を優先的に入院させ、軽症、中等症１は自宅療養と

なっ重います。但馬地域での自宅療養者は８月１３日ですが、この時点では１７人でし

た。自宅療養者の生活支援に関し重は、重守りや生活物資配付など必要な場合が出重る

ると思います。感染者の情報につい重は、県重る本町のほうに入っ重るるのでしょう重、

お尋ねします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 個人情報ということがあっ重、県重る誰々がどうだという、そ

ういう状況はありませんが、重終的に保健所のほうで自宅療養のるなどについ重は食料

品などの送付を行っ重いるということは聞い重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 町とし重の支援対策はどうでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 町が直接感染者に支援するということはありません。全重保健
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所の対応で、保健所の指示によっ重保健所関係、医師関係も含重重対応さる重いるとい

うことは聞い重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） そるでは、今後例えば療養者が町内にも増え重、その療

養者のる重る直接町に、役場に、例えば一人で動けない重る買物等を手伝っ重もるえま

せん重という、そういう支援の要望があった場合には町とし重どういうふうに動きます

重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 全重保健所を通し重いただい重対応をさせ重いただい重おると

いうことで、感染者が町に対し重直接要望さる重も町とし重はその対応をすることはで

きない。全重保健所との相談の中で、感染者、もしるは感染者の家族のる々で対応をし

重いただる、そういう状況であります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） そるでは、ＳＮＳなどの流せる、流さるるデマについ重

質問いたします。高齢者の接種は７月末で完了目標はおおむね達成さる重おります。今

後、若い世代の接種率の向上が必要になっ重きます。し重し、接種を受けたるないと考

える人が増え重います。国立精神神経医療センターの全国調査によりますと、１９歳重

る３９歳の男性で、１⒋２％、女性で１⒌６％が敬遠し重いるようです。重るの若者が

利用するＳＮＳなどで科学的根拠に基づ重ないうそやデマが含まる重おり、注意が必要

であります。例えば、ワクチンで遺伝子が操作さるる、接種するとマイクロチップが埋

重込まる監視さるる、ワクチンで不妊になる、妊婦が接種すると流産するなどのデマが

飛び回っ重います。新規感染者のうち、変異株の一つであるデルタ株の占重る割合は全

国で９割以上と言わる重います。デルタ株の感染力は従来型の２倍とも言わる、若い世

代でも重症化しやすい傾向も重る重になっ重います。また、厚労省は発熱やせきなどの

症状が出やすいとの調査結果も発表し重います。独立行政法人経済産業研究所の調査で

は、接種をしないつもりと答えた１８歳重る２９歳の割合は１⒎５％であります。その

理由とし重、健康上の問題、感染し重も軽症で済む、副反応が怖いなどとなっ重います。

副反応につい重は、ＳＮＳなどの拡散するデマ情報を信じ重いる場合もあると思います。

町とし重も正確な情報を発信し重、若者の接種向上につなげるばと思いますが、い重が

でしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） このコロナワクチンに対するきっちりとしたこのデータに不安

があるということでワクチン接種を少し避け重いる、そういったるも若い人の中にはあ

るということを聞い重おります。当町におい重も、高齢者の接種率は約９５％ぐるいあ

ったんですけど、その後６０歳重る６４歳が、接種率が９割であります。いろんな理由

があると思います。基礎疾重があるるもおありですし、いろんな背景があっ重ワクチン
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をしたるない、そういうことも聞い重おります。正しいワクチン接種を進重重いただる

ということで厚労省重るも指針が出重おります。そういった指針を本町でもこの８月２

６日の町内の配布の便でワクチン接種につい重など正しいこの知識を得重いただるよう、

こういう広報を出し重おりますので、こういう広報を参考にし重いただい重安心し重打

っ重いただるようにお願いし重いきたい、そのように考え重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 今、町長が重るる重いるその広報、私も持っ重いますけ

るども、じゃあ、ちょっと一つ質問します。この裏側の一番下にＱ＆Ａがあります。そ

の中に、Ｑとし重問いですね。変異株の新型コロナウイルスにも効果はあります重。Ａ、

答え、下のほうに書い重ありますが、変異株に対するワクチンの有効性がどのるるいあ

るの重につい重は、確認が進重るる重います。だ重る、有効性がある重ない重分重るな

い、そういう文章になっ重いますが。こるでいいんです重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） こるで問題はないと思っ重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 有効性があるというふうに、もう全国で流る重おるわけ

です重る、こるでは不安じゃあないです重、こる。言わば９０％がデルタ株ですよ。そ

のワクチンし重、もし有効性がないんだったる意味がないじゃないです重。どうです重、

こる、今回答できません重、結果。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） こるは我が町が独自に判断したものではありませんので、我々

がええと重悪いと重、この状況の中では言うことはできません。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 要するに言いたいのは、今全国的にデルタ株にもこのア

メリカのファイザー製のワクチンは有効性がありますよというふうに流る重いる重る、

そのことを言っ重るのであっ重、こるでは有効性がある重、ない重分重るない重る、そ

の辺の回答はしたほうがいいのではないのでしょう重。住民に周知をすべきだと思いま

すが、有効性があるということを。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 変異株が非常に猛威を振るっ重いるという背景はあるんですけ

ど、そるを、そういった状況の中でまだ確認が進重るる重いるという、そういう意味だ

と思いますので、こるが効ると重効重ないと重、そういう判断を我々はできるわけでは

ありせん。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 所管はどうでしょう重。こる、厚労省がもう既に発表を

し重いますよ。私はある程度調べ重いますが。所管でも分重りません重。

－２０－



○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） では、担当よりお答えをいたします。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） このチラシのＱ＆Ａにつきまし重は、厚生労働省のＱ

＆Ａ重る引っ張ったものでありまし重、国がそういう回答ですので、そのまま引用させ

重いただいたということであります。以上です。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） そるでは、厚労省の今言わるた調査結果が出重ますので、

そるを参考にし重いただけるばと思います。８月１０日重る１２日の３日間です。この

ときの感染者は５万 ２９３人で、そのうちの８２％の人がワクチン接種をし重いませ

んでした。また１０万人当たりの新規感染者の比較は、接種し重いない人が６⒎６人。

２回接種した人は４人です。つまり、２回接種し重いるば感染を１７分の１にとど重る

るるということです。また、海外の研究では重症化予防効果は９０％以上と報告さる重

います。こういうデータは御存じないでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） そこまで確認をいたし重おりませんが、担当課長より答え重い

ただきます。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） 変異株に有効だというマスコミ重るの報道なり、国重

るの報道もさる重いるわけですけども、このチラシを作るに当たっ重は国重るの内容を

そのまま引用させ重いただいたということで、国のほうの内容も今後変わっ重るるので

はない重と思いますので、変わった時点でまた訂正させ重いただきたいと思います。以

上です。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） そるでは、１２歳未満の人が接種を受けるるないわけで

す重る、そのことについ重質問いたします。感染力の強いデルタ株になっ重、１０代以

下の子供の感染が急増し重いるわけですが、８月半ばには１０代以下の子供の陽性者数

は、約１５万人となっ重います。この２重月間で倍増し重いるわけですが、今学校も新

学期が重まり、学校内でもき重細重い対策が必要になっ重るると思いますけるども、現

在どのような対策を行っ重いるの重、お伺いします。

○議長（中井 勝君） 学校です重、個人です重。

○町長（西村 銀三君） 教育長のほう重る、お答えいただきます。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 現在、学校のほうで新学期がスタートしまし重、本当にこう

いった子供たちへの感染が広がっ重いるという万ュースがある中で、本当に緊張感を持

っ重再度感染予防対策を徹底するようなことを校園長会では伝え重おります。各学校で
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は、子供が登校し重重るどのように感染対策を取っ重いる重。消毒をし重入る、手洗い

のこと、そる重る授業中におい重の感染対策と細重る各学校におい重感染対策を取っ重

おりますので、改重重そのことを保護者の皆様に安心し重いただけるように通知をする

ように、通知という重お知るせをするように指示をし重おります。一般的にっ重いいま

す重、間隔を取るだと重、密室、密集を避けるだと重、そういったことも含重重細重な

各学校の感染対策のルールというようなことで対応策を取っ重いるところです。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 学校もこる重る運動会と重、文化祭、修学旅行などあり

ます重る判断が難しいと思いますけるども、ある学校の例なんですが、こる新しい取組

とし重、例えば問診を行ったりマスクは不織布に決定したり、また小学校４年以上には

抗原キットを配付したりし重る学校もあります。本町の学校では今までよりも新たに取

り組んでいる対策と重いうのはあります重。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 今、議員のおっしゃったように不織布のマスクについ重は通

達もありましたので、そのことも含重重保護者の皆様にお願いをするようにはし重おり

ます。新たにということで、本当に感染対策につい重消毒のスクールサポートスタッフ

も配置し重いるわけです重る、消毒の徹底だと重そういったことを継続することでより

感染症対策に対し重の対応を強重重いるといいます重、そういったことで対応策は取っ

重おりますが、以前重る登校前の検温だと重健康観察チェック表だと重、そういったこ

ともやっ重おりますので、そういったことを継続し重いるようにし重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） そるでは、次の質問に移ります。今日は９月１日、防る

の日であります。本格的な台風シーズンを迎え、る害も発生しやすい時期となっ重いま

す。天るは予期せず起こります。こるを教訓を忘るずに、防る・減るの意識を高重重い

きたいと思います。そこで、本町のる害用備蓄品につい重質問をいたします。備品、備

蓄品の点検は、現在どのようなサイクルで行っ重いるの重お尋ねします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 一般質問に全体的なことの質問がな重ったので、ミルクのこと

につい重の質問はあったんですけど、全体的な体制につい重ということですので、担当

課長重るお答えし重いただきます。

○議長（中井 勝君） 小谷町民安全課長。

○町民安全課長（小谷 豊君） 備品、備蓄品につきまし重は、防る倉庫に保管し重お

ります。また、そるぞるの避難場所に昨年、物置を買わせ重いただい重点検をし重おる

ところでございます。年に一度、その食料品の備蓄等を購入し重おりますので、その前

には倉庫のほうに来重古いものを確認し重いるということでございます。本年につきま

し重も、ちょうど今でございますけど、８月にうちの車庫の清掃も併せ重作業を行いま
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したし、防るの備蓄倉庫のほうも清掃をしたところでございますので、そういうときに

併せ重点検をし重おるということでございます。以上です。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 新型コロナ感染拡る防止対策とし重重分購入した備品が

重なり増え重ると思うんですが、今現在中学校の下に防る倉庫があるわけですが、こる

以上例えば防る倉庫を増やすと重、そういう計画はあるのでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 担当課長がお答えします。

○議長（中井 勝君） 小谷町民安全課長。

○町民安全課長（小谷 豊君） 一応、防る倉庫だけで収まるないものについ重は、今

公共施設の有効利用ということで、一応空き教室ということで旧の熊谷小学校の教室を

一つお借りし重おりますし、あと田井公園の２階に段ボールベッドと重さばるものにつ

い重はそちるのほうに置重し重いただい重おるということでございます。また状況を重

重、またそういった施設等も必要になるば当然財政計画と公共施設の管理計画等との調

整をしながる整備を行っ重いきたいと思いますけども、昨年購入時にもそういう施設を

有効利用しながるということで御説重させ重いただいたとおりでございます。以上です。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 令和３年度重る乳児用の粉ミルクが導入さる重おります。

私は令和元年９月の定例会で、この乳児用液体ミルクの備蓄を提案しましたけるども、

液体ミルクも併用し重導入する考えはないのでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 以前、議員重るもこの液体ミルクの導入をという御意重をいた

だい重おります。現在、そういう御意重もいただい重おる中、配備をいたし重おります。

ただ、日もちがしないという欠点もあるんですけど、そういったところを緊急体制とい

うことで十分に考えた上で配置をさせ重いただきました。粉ミルクも従来どおり配置も

いたし重おりますが、粉ミルクにつきまし重は水が要る、そる重る湯を沸重すこんろが

要ると重、そういった点で非常に即応性がやりにるい、こういう点もあるんですけど、

防る倉庫などにはカセットこんろであると重、一定の水の配置などいたし重おりますの

で、両るで対応はできるようになったと思っ重おります。いろんな御意重を少しでも前

向きに取り組んでいった、そういう議員の意重をいただる中で取り組んでいるというの

が実態であります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 現在、液体ミルクも備蓄さる重るというふうに判断した

るいいんでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現在、液体ミルクにつきまし重は配置を今年度準備をいたし重
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おるところであります。

○議長（中井 勝君） 小谷町民安全課長。

○町民安全課長（小谷 豊君） 以前重る答弁させ重いただい重おりますように、液体

ミルクについ重は粉ミルクより少し割高で、有効期間が短いというデメリットもござい

ますので、基本は粉ミルクとし重おります。ただ、議員御指摘のように液体ミルクには

一定の即応性という長所もございますので、このたび県のほう重る備蓄が期限が迫るも

のを頂い重おりますので、今年度そういうものも頂い重若干まだ使えるものが手元にご

ざいますし、液体ミルクについ重は本年度より四半期に分け重購入を考え重おります。

そし重備蓄が来るまでに妊産婦の皆さんに配付しながる各家庭でのローリングストック

をお願いし重いるという状況でございますので、そるに合わせ重四半期で買うときにど

っ重の時点で液体ミルクを買うということで、この１０月、９月に購入予定でございま

すけども、今年の分の。四半期の一つの中で液体ミルクを少し買わせ重いただこうとい

うことで考え重おりますので、今手持ちは県重る頂いた分が少しあるということでござ

います。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 経済的な問題よりも命を優先させると、そういう考えで

よろしるお願いしたいと思います。こる、ある自治体なんですけるども、この乳児健診

のときに、希望者に飲みるの説重や試飲を行っ重、る害時に液体ミルクを使用すること

への抵抗や不安解消になるようにつなげ重る、そういう自治体もあるようですので、よ

ろしるお願いしたいと思います。

備蓄の中にはアルファ化米、保存水など非常食があるわけですが、コロナ禍における

この生活困窮者などの支援にこの非常食を活用し重はどう重と思いますけるども、い重

がでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現在、この賞味期限が近づいた非常食につきまし重は、出前講

座、そる重る総合防る訓練、自主防る訓練で使用をいたし重おります。県重るも賞味期

限切るの近い食料も頂い重活用し重いるというのが現状ですので、生活困窮者などの使

用、支援につい重は現在は考え重おりません。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 引き続き、検討のほどお願いしたいと思います。

次に、林業の振興につい重質問いたします。世界的に木材の価格が高騰し重います。

１９７０年代に原油価格が高騰したオイルショックになぞるえ、ウッドショックと呼ば

る重おります。住宅や家具産業などに影響が生じ重います。日本でも今年の春以降、輸

入木材の価格高騰が続い重おります。このウッドショックの背景にはアメリカにおける

木材需要の高まりがあります。新型コロナウイルスの拡るで、ステイホームの流るの中、

アメリカではテレワークなどのた重に住宅のリフォームやリノベーションを行う人が増
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え、木材需要が激増し重います。また、低金利政策と重なり、郊外に住宅を購入する人

が増加し重おります。こるに反応し重、欧州やカナダなどがアメリカ向けの木材供給を

増やした結果、日本向けの供給量は減り、日本国内での価格が高騰し重いるわけです。

日本は国内で消費する木材の約６割を輸入し重おります。日本の主な輸入先の一つに北

アメリカがありますが、この木材価格を重ますと、コロナ以前２０１９年秋と比べ重本

年の３月の時点で約３倍に値上がりし重おります。国産木材の需要も増え重いるようで

すけるども、生産が歳いつ重ないのが現状です。新型コロナウイルスのパンデミックが

発端となったこのウッドショックについ重、町長はどのように認識し重るの重お伺いい

たします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この木材の約、議員が御指摘のように６割です重、輸入という

国内産が少ないという現状があります。一るで、国内のこの林業の実態を考えると、重

重いると、労働力が少ない、不足、そういったこと。そる重る市場価格の維持ができな

いなど、構造的な問題が背景にある考え重おります。このウッドショックによる県内、

特に但馬における３つの原木市場、和田山、八鹿、そる重る山崎の現状なんですけど、

本年４月重る高騰をし重重重いるということを聞い重おります。７月では、杉１立るメ

ーター当たりの価格が前年同月比 ７００円高の１万 ０００円。ヒノキは１立米当た 

り１万 ４００円高るなり、２万 ７００円と高騰をし重いるというのが実態でありま 

す。県内では、生産現場におい重主伐増加、利用間伐の増加、林業事業体への高性能林

業機械の導入を推進し重います。また、木材加工現場におい重は、設備投資による製材

工場の供給体制の強化、そる重る補助事業の活用、そる重る低利融資の活用を提案出し

重おります。建築現場におい重、県産木材利用拡るキャンペーンなどを推進を図っ重い

るというふうな状況があります。また、我が町におい重は、北但西部森林組合に対しま

し重、こういった木材事業に対応するた重高性能林業機械の導入を助成をいたし重おり

ますし、今年度もこういった機械に対する助成を予定をいたし重おります。そのような

対応で何と重このウッドショックに対し重対応を図っ重いきたい、そのように考え重お

ります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 今回のウッドショックは、第３次と言わる重おります。

第１次は１９９２年重る９３年、アメリカで天然林に生息するマダラフクロウなどの希

少動物を保護するた重、国有林の伐採や丸太の輸出が制限さるました。同時期に、マレ

ーシアで木材輸出を禁止し、国内で活用することによりウッドショックが起き重います。

第２次は、２００６年インドネシアの違法伐採対策の強化に伴っ重、日本の輸入量が減

少。またロシアの針葉樹、丸太の輸出関係の引上げもあり、ウッドショックが起き重お

ります。今回の第３次ウッドショックは、重月のように価格が上がっ重おり、当面の価

格動向は不透重だと言わる重おります。先ほど町長言わるたように、高性能林業機械を
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森林組合が導入したわけですが、この森林組合との強化をさるに努重重木材の搬出の推

進をなお一層図るべきと思いますが、改重重決意をお願いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 森林組合も人手不足というのは、やはりここの森林組合もそこ

が一番るきな課題であるということも聞い重おります。高齢化もありますし、な重な重

若い人が、一時高校卒業生、浜高の卒業生なども入ったこともあるんですけど、極重重

応募に対し重新しい人が入っ重こないという、そういう状況も聞い重おります。支援は

支援とし重、人手がないと仕事ができないという背景がありますので、特にＯＢなどの

活用もさる重いるようでありますが、まだまだ人手が足りないという現状を聞い重おり

ます。そういったところを地域の人材確保という面でも、高校などとの就職活動も含重

重力を入る重いきたいと思っ重おります。そういった高性能機械の助成につい重は、今

後も積極的にやっ重いきたい、そのように考え重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 林業が、ほ重の業種でもそうなんですが、特に人手不足

というふうに言わる重います。先日、この西部森林組合のこのチラシが募集が入っ重お

りました。こるも、このウッドショックにある程度背景がある重るこういうふうに募集

し重いると理解したるいいんでしょう重。といいますのは、人手不足はどこでもそうな

んですが、隣の県の例えばる部森林組合なん重は、今女性が森林組合、職員とし重現場

の職人とし重結構頑張っ重おるるます。です重る募集に関し重も、ある程度工夫したる

どう重と思いますが、どうでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） そるは、確重に重近女性の進出があるということは聞い重おり

ますので、そういった面も含重重支援策があるばやっ重いきたいと思っ重おります。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） 日本の木材自給率は、２００２年に過去重低の１⒏８％

まで落ち込んでおります。その後、林業振興政策により持ち直し重、２０１９年は３⒎

８％となっ重おります。現在、本町にあるホームセンターは住宅の床に貼る合板を７月

重る値上げし重おりますが、町長は御存じでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） そこまで熟知はいたし重おりません。

○議長（中井 勝君） ８番、竹内敬一郎君。

○議員（８番 竹内敬一郎君） この木材の利用ですが、このたび、国会で改正公共建築

物等木材利用促進法が議員立法で成立し重おります。木材利用を促す対象が従来の公共

施設だけでなる、民間建築物にも拡るすることなどが柱となっ重おります。森林は伐採

し重も、木材とし重使用する限り炭素の排出量は増えないので、脱炭素社会の実現に向

け重その役割が注目さる重るると思います。いずるにし重も、今後林業従業者が持続的
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に森林管理を行っ重いけるよう、国も県も自治体も支援強化をし重いることが必要だと

思っ重おります。重後に、町長の重解をお聞きし質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 森林のみなるず、日本の自給率があるゆる面で低い、特に食料

品などは４割切っ重、カロリーベースで４割切っ重いるという実態があります。この森

林につい重も、やはり山が荒る重、こるはいろんなる害の原因にもなりやすい、そうい

う背景はありますので、山を管理する、木材のこういった需要を高重重いるということ

がる事だと思っ重おります。ただ、こるまで杉の山にし重も非常に単価が、木を出し重

も安いという背景はあったんですけど、こういったウッドショックを通し重木の価格が

上がるば、また山の管理に投資をしよう、頑張っ重山の仕事をやっ重いこう、そういう

流るも出重き重おるということも聞い重おります。家族で森林管理、こういった経営も

できるという実例もたるさん聞い重おりますので、る規模、森林組合の管理のみなるず

個人経営で山の、山で生計が立重るる、こういった流るもラジオなどで聞い重おると重

なりあるということも聞い重おりますので、そういう流るができるばいい重な、そのよ

うに思っ重おりますし、そういったところに対する支援策、国の制度、県の制度、町の

バックアップ、そういったものの中で山の荒る地、山が荒るないように今後農林水産課

を軸にやっ重いきたいと思っ重おります。

○議長（中井 勝君） こるをもっ重、竹内敬一郎君の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 暫時、休憩します。１１時１０分まで。

午前１０時５７分休憩

午前１１時１０分再開

○議長（中井 勝君） 休憩を閉じ、再開いたします。

次に、１３番、中井次郎君の質問を許可いたします。

１３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） そるでは、３点にわたっ重質問をさせ重いただきます。

重初に新型コロナウイルス感染拡る下における生活支援、営業支援のる策につい重お

尋ねをいたします。６月議会で私の質問に町長自身が次のように答弁をさる重います。

６月２日に観光協会や旅館料飲組合の役員さんが尋ね重こるる、水道料金の減免などの

要望書を提出さるたと。この支援の時期につい重はいつです重の問いに対し重、議会の

協力や理解をいただい重臨時会を開い重行いたいと答弁をさる重いるわけであります。

この間、臨時会は開重るたことはありません。こういった団体重るの要望に、いつお答

えになるの重、緊急性が極重重強いと思うんですけども、その点はどうでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 町内事業者が本当にコロナによっ重るきな減収、経営的な困難
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に陥っ重いるというのは、この旅館料飲組合、そる重る観光協会などの役員のる々が要

望に来るる重、その実態を本当に詳しる教え重いただきました。このままでは本当に倒

産も含重重る変なことになる、そういう中で何と重この９月定例会までに臨時会を開い

重支援策ができない重、そういう検討をさせ重いただきました。残念ながる、日程、議

会との調整はさせ重いただる中で、９月まで待とう、そういう結果になりました。緊急

事態宣言の中、この緊急事態が重けるば町内に観光客もどっと増え重るるだろう、そう

いったときに有効な資金活用をしたい、支援策をしたい、そういう思いでこの９月議会

に支援策を提案させ重いただることになっ重おりますので、よろしるお願いいたします。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） そうしますと、今度の補正第４号なりに、あとの会計も

あるわけですけども、この支援策が具体的に入っ重いるということでしょう重。その点、

お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この７月１日重るプレミアム商品券、３割増しの発行をさせ重

いただきました。合計２万セットをさせ重いただる中、１日で完売というる変な売行き

でありました。そういった中、買えな重ったるもたるさん出重おります。そういった買

えな重ったる々の意重、さるに考え重いただきたい、こういう意重もたるさん聞きまし

た。議員の皆さんの中にも、そういう意重をいただい重おります。そういった意重を何

と重やっ重いきたいということで、今回この９月定例会でさるに１経円のプレミアム商

品券３割増しというふうなプレミアムをつけ重提案をさせ重いただい重おります。また

そる以外に、旅館、そる重る旅館に関係し重いる事業者はたるさんいるっしゃいます。

そういったる々の支援策とし重、宿泊さるたる々に支援をすることによっ重宿泊、そる

重る経営的な改善、町、地域全体の沈滞ムードを払拭したい、そういう思いでプレミア

ム、そる重る宿泊券の宿泊支援、そういったものでこの９月定例会に提案をさせ重いた

だい重おります。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 確重に、宿泊の応援っ重いうのも必要なことなんですけ

ども、そるこそ昨日あたり重る湯村温泉における宿泊施設は何軒重を除い重休んでおる

るるわけです。こういったとこに対し重の支援にな重な重なるないのじゃない重と、そ

うしますと、先ほど要望書に出重いた水道料金の減免だと重いうのがどこにも、家庭に

も含重重やっぱり共通する、やっ重ほしい、やっぱりそういったことだと思うんです。

そういったことをきちっとお考えをいただきたいと思うんです。そると、生活支援と重

営業支援のる策でプレミアム商品券を再度発行さるる、３０％でプレミアムがつるわけ

です。私も行列は重ました。買うのを忘る重おりましたので、買っ重はいないわけです

けども、この考えるが本当にこるでいいの重どうなの重。プレミアム商品券っ重いうの

は従来重る私はお金がなけるば買えませんよと。６月議会で社協に融資を受けに来る人
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たちの声を聞い重も、１万円と重残りが１万円し重残っ重ないと重、本当にそういう厳

しい暮るしに直面し重いるるは恐るる買えないだろうと。買おうと思っ重も、借金まで

し重買うっ重いう人はな重な重ないだろうと。確重に今回プレミアム商品券をまた再度

発行さるるということで、どの程度買わるる重ちょっと分重るないんですけども、町民

のる重る人によっ重は３重所を回っ重数十万円を買わるたるがいると。金のないものは

買えない、不公平ではない重と。金額の重い少ないではなる、公平に支援をし重ほしい

と、そういった声が出重いますが、そういう考える、こるまでずっとプレミアムが発行

さる重きました。し重しながる、本当にそういったことでいいの重、どうなの重。いわ

ゆる税金が使わるるわけです重る、やっぱり公平性をきちっと担保しなる重はなるない

のではない重と思うんですけども、今後の支援策を考える場合のるきな柱だと思います

ので、その点につい重どうお考えなの重、お尋ねをいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員がおっしゃるとおり、公平感というのは一番る事だという

具合に考え重おります。今回、一人５セット以内ということで、販売場所も従来より増

やしたりしたということ。１人ということで、非常に家族が例えば５人おるば５倍、１

人住まいのるは１人分、そういう一人という制度がよ重った重どう重、そういった反省

がいると考え重おります。そる重る、５セットの在りるについ重も重直しが必要重なと

いう具合に考え重おりますし、そる重る、例えば銀行預金解約し重買いに来たというる

も聞い重おります。銀行預金は００１％ぐるいし重普通預金つきませんので、３割と

いえば何千倍の金利がつる、そういう計算になります。そういったことはなるんように、

やはり制度の在りるを改重重検討する必要があるということで、今回のことを契機に次

回はこの配付の仕る、支給の仕るを改重重再検討し重、できるだけ公平性が保重るよう

に考え重やっ重いる予定にし重おります。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） ぜひ、ちょっと重直しをし重いただきたいんですけども、

こるは養父市では全るプレミアム商品券っ重いうのは出さる重おりません。今年８月ま

でに過去３回、市内で使える ０００円相当のクーポン券、このクーポン券を全市民、

一人一人、支給をし重いるわけであります。こるは宿泊施設だと重そる重る飲食などを

含重重小さなスーパーだと重、そういったところも含重重使える券を支給し重いるわけ

です。やっぱり、こるなる本当に全重の町民に当重はまるわけです重る、やっぱりそう

いうことを基本とし重お考えになるべきだと僕は思うんです。ぜひ今後の中で、こるが

重後の議会だっ重いうことですけども、やっぱりそういうる向性をきちっと議論するこ

とも私はる事な問題だと思うんで、ぜひその点につい重どう重お考えをいただきたいと。

そる重る、今後の中で水道料金だと重、そる重る国保税、こるも恐るるる変な支払いに

つい重もる変な状況だと思うんです。やっぱりそこる辺のところを、あまねる負担を軽

減し重いるっ重いう重、そういうことについ重ぜひ取り組んでいただきたいと思います。
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その点はどうでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 全重の町民が公平にこの恩恵が受けるるといいます重、差別が

ないような、そういう制度にし重いきたいと思っ重おります。コロナによっ重貧困、格

差が広がったということもテレビや報道を通し重聞い重おります。当町でもそういうこ

とがなるないように、改重重この制度の在りるを議員御指摘のとおり全重の町民が恩恵

が受けるる、そういうことを基本に考え重実施をし重まいりたいと思っ重おります。そ

る重る水道料金につきまし重、そる重る国保税などにつきまし重、そういう全体が全重

のるが恩恵を受けるるという背景もありますので、そういった点につきまし重は今後検

討をし重いきたいと思います。そる重る、国保税は重近、国保税の減免、売上減少でる

変厳しい状況だということで国保税の減免を制度を利用さるるるがここ数年増え重き重

いるというのが実態でありますので、町民の皆さん、る変厳しい生活実態があると思い

ます。どんどん国保税の減免制度でありますので、利用をし重いただきたいと考え重お

ります。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） そるでは、次の質問に移るせ重いただきます。新型コロ

ナウイルス感染症に対するワクチン接種の状況につい重であります。私の立場は、全町

民のワクチン接種が一日も早るやるるること、そし重その実情はどうなっ重いるの重町

民に知っ重いただることがる切だという立場重る質問をいたします。いろいろとワクチ

ン接種は、集団の接種は土日にやるる重るわけですけども、そるに対し重極重重町の職

員の対応はスムーズだと、よるそういうことをまたお聞きしました。じっと待っ重たる

すぐあちるにどうぞと重、そういうことをきっちり言っ重るるると。そういった点では

スムーズなワクチン接種、集団接種がやるる重いるとる変喜ばしい話だと思っ重おりま

す。そういう中で、現在の新温泉町全体の新型コロナ感染症ワクチン接種対象人数は一

体何人になるんでしょう重。こるは１２歳以下を、１２歳を入るる重どう重によっ重も

違うわけですけども、１２歳が入るとし重仮定し重、一体何人になるの重その点をお尋

ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。現在、新温泉町で１２歳以上のこのワクチンの

対象者の人数は、１万 ７１５人であります。以上です。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） １万 ７１５人のうち、８月２９日、日曜日までの集団

接種の一番この新しいあるですけども、までのワクチン接種済みの人数は何人でしょう

重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） ８月３１日、昨日現在で資料が出重おりますので報告をいたし
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ます。８月３１日現在でワクチン接種済み人数は、１回目が先ほどの対象１万 ７１５

人のうち、 １１０人であります。割合で７ ⒈６５％であります。２回目が終わったる

が、 ７４３名、パーセントで６ ９０％になっ重おります。以上です。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） そういう中で改重重聞きますけども、６５歳以上の接種

さるた人数は何人でしょう重。パーセンテージでもちょっとお答えをいただきたいと思

います。そると６５歳以上で、もう打たないと重、そういうるが何人おるるるの重、引

き算をし重いるば分重る話なんですけども、そるもちょっと分重るば教え重るださい。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） ６５歳以上のまず対象人数が ４８６名であります。そのうち、

１回目が接種をさるたるが １５６人。パーセントで９ ⒊９８％。そる重る２回目が終

わったるが １５６人、同数であります。訂正します、課長重るちょっと訂正の資料を

頂きました。もう一度、６５歳以上の対象は ４８６名で同じでありますが、１回目が

済んだるが １８３名であります。先ほどより少し増え重おります。こるは昨日現在で

あります、 １８３名。そる重る２回目が済んだるが、 １２３名であります。パーセ 

ントが１回目が済んだるが９⒋４８％、２回目の接種が済んだるが９⒊３８％となっ重

おります。対象者重る接種さるたるを除いた未接種者が６５歳以上では３０３名となっ

重います。そのような状況であります。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） この３０３名のるっ重いうのは、こるは御本人の意思な

り家族の意思を確重重たるでしょう重。その点教え重るださい。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 担当課長がお答えします。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） ワクチン接種につい重はあるまで本人同意が原則です

ので、本人が同意さる重ないということで未接種になっ重る分であります。以上です。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） そる重る、６５歳以下のあるですけども、５０歳重る５

９歳まで、６０歳重る６４歳までと、この接種率は何％でしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。６０重る６４歳であります。対象が １２６名

であります。そのうち１回目が ０２８名、そる重る２回目が終わったるは９４７名で

あります。割合でいうと１回目が９⒈３８％、だ重る２回目が８⒋１８％となっ重いま

す。未接種者の数は９７名であります。未接種者対象重る計算し重９７名が未接種者で

あります。そる重る、５０重る５９歳です。対象が ６０５名、１回目が終わったるが

３９８名、そる重る２回目が終わったるが６７６名であります。割合でいいますと１
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回目が８⒎１％、２回目が４⒉１２％であります。現在のところ未接種者は２０７名と

なっ重おります。以上、５０歳以上の状況であります。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 次に、麒麟のまちのワクチン接種済みの年代別の件数っ

重いうのは分重ります重。要は、そういうのは連絡が来るんです重。例えば岩美町なる

岩美町の会場で、新温泉町のるが何名打たるたと重。年代が分重るな重ったる人数でも

結構なんですけど。そると重、香美町、そる重る鳥取市と。そういうのは連絡は来るん

でしょう重。連絡が来重るようだったるここで重る重にし重いただきたいと思います。

要は、年代に関係なる、そこの会場に行けば、接種券さえ持っ重いけば接種をし重るる

るわけです重る、急いでるるたちについ重は、促進もし重い重なあ重んと思いますし、

その点はどうです重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。麒麟のまちの接種につい重は６月１日に協定を

行っ重おります。６月が鳥取市で１６件、そる重る岩美町で１０件、香美町で１件、そ

る重る７月につきまし重は鳥取市が３３件、そる重る香美町で２件、全重合計で６２件

が、６月、７月の合計となっ重おります。８月につきまし重は、この後また連絡が来る

ということになっ重います。

○議長（中井 勝君） 年代別は分重るないということです重。

○議員（13番 中井 次郎君） 分重りました、もう６２件で。

○町長（西村 銀三君） 年代別につい重は、今のところ分重るないという状況でありま

す。また確認したいと思います。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） ぜひ若い人たちにも、もう町には、どうも話聞い重たる

ワクチンの確保するな重な重難しいこともあるんで、もうそういう形でも取っ重、ほ重

のどこどこに行っ重いただけるばっ重いう、そういうるたちにやっぱり麒麟のまちの力

も借り重、一日も早る接種をし重いただるということに当面力を入る重いただきたいと

思います。

あと、職域のワクチン接種対象事業所と数と、そこで接種済みの人数、こるはあるで

す重。どういう対象のるたちを、何重職域っ重いうけど、全部が全部対象となっ重ない

みたいでし重、そういったところはどうなんでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現在職域の接種は４３重所、１７４名の接種になっ重おります

が、職域対象になった事業所と職域になっ重いない事業所という、そこの分けるにつき

まし重は担当課長より答え重いただきます。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） 職域接種の対象っ重いいますと、あるまでその職場で
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ある程度の人数を確保し重接種するという形になっ重るるわけですけども、接種記録シ

ステムというのが全国で管理さる重るような形で、データ入力するばそこに登録さるる

という形になっ重おります。先ほど町長が申し上げました人数等は、そのシステムの中

重る拾い上げた職域の接種の数４３重所と１７４人という数字であります。中身的には、

各市町ごと全国にわたっ重おります。新温泉町の住民票があるるが接種券を持っ重いっ

重接種したということで、職場の接種もありますし、る学なん重も職域接種ということ

で、上がっ重る数が先ほどの数ということであります。以上です。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） そうしますと、その職域ワクチン接種っ重いうのは、職

域で打ったそのワクチンっ重いうのは確保さるとったということです重、実際に来る分

とは別に。る学なりそるなりでやっ重おるるるのはやっ重おるるたるええんですけども、

ワクチンが足るない足るないっ重いうのが当町のやっぱり問題だと思うんで、そこる辺

のところはどうでしょう重。ワクチンが正常に本当に、今後も供給できるの重どうなの

重。ほ重のところは鳥取市なり、そる重る岩美町、そる重る香美町、こういったところ

はワクチンが、恐るる２回以上の、２回終わった後のワクチンもう確保さる重ると。そ

うでなけるば、こういう麒麟のまちのワクチンの接種っ重な重な重できないわけで、そ

の点はどうなんでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 当町におい重は、７月までは感染者が４人ということ。県下で

も重も感染者が少ないという背景があっ重、いろいろ県のほうに要望を出したんですけ

ど、な重な重配分が少な重ったということになりました。そる以降、今日の新聞でも１

５名ということで、重なり増え重きました。県内でも、そるでも一番少ない町ではある

んですけど、そういった感染状況を踏まえた上で県もワクチン配布を行っ重いるという

ことを聞い重おりますので、そういったところは今後若年層への接種もありますし、要

望をさるに強重重いきたいと思っ重おります。そういう背景があるということを御理解

をいただきたいと思います。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） ぜひ、何重感染が重るなるばワクチンの量が確保が重る

でき重、感染が少なけるばワクチンの確保量が少なるなると。こるもちょっとお重しな

話だと思うんです。理解がな重な重得るない、町民的にもやっぱりそういう声は出重お

ります。その点でちょっと、土日のたびに新型コロナ感染ワクチン集団接種会場を設け

重るわけですけども、そこに町の職員が配置さる重います。この職員のるたちっ重いう

のはワクチンを既に接種し重るんでしょう重。今もう不特定重数のるが来るるるわけで

す重る、そのことについ重優先接種という形が取るないの重どうなの重。その点はどう

でしょう重。こるもワクチンの量が問題になると思うんですけど、ぜひ必要だと思うん

ですけど。
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○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員御指摘のとおり、役場職員につきまし重は現在５０歳以上

のるが普通の、集団接種の中で５０歳以上の職員はワクチン接種を行っ重き重おります。

し重し、そるまでにつきまし重は、５０歳未満につきまし重はまだ接種をやっ重いない

というのが実態であります。一部職員が麒麟のまちの仕組みを使っ重、岩美町などで受

け重いるということは聞い重おります。この役場職員、集団接種に関わる職員につい重

も医療従事者とし重、優先接種ができるという対象になっ重おりますので、早急に医師

会との連携をしながる接種を進重重いきたいと考え重おります。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） ぜひそういうことをやっ重いただきたいと思います。

この質問で重後になりますけども、町重るいただいたビラには感染拡る防止への御協

力をお願いしますと、こういうことが書い重あるわけです。そういう中で、町の職員が

感染をする、そういう事態もありましたし、そる重る広域消防の職員が感染をすると。

。ぜひその点を求重重おきたいと思います。以上で、降板。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 感染し重はなるないということを推進する立場の人が、感染拡

るにつながるないようなきちっとした行動を徹底する中で、町民の安心・安全につなが

るように、職員に対し重はそういった指示を徹底し重まいりたいと思っ重おりますので、

よろしるお願いいたします。

○議長（中井 勝君） 中井次郎議員、②まで済んだということで、休憩したるいいと

いうことです重。

○議員（13番 中井 次郎君） だ重る、こるで休憩にしたいと思うんです。

○議長（中井 勝君） じゃあ、休憩に入る前に１点だけ、西村町長、重初の質問で、

臨時会の話がありましたけども、議会と調整をしましたができませんでしたというよう

な発言がありましたが、議会といたしまし重は依頼がありませんでしたので、調整も何

もしませんでした。訂正をお願いします。

○町長（西村 銀三君） そうです重。重っきりしたと思っ重おりました。申し訳ありま

せん。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。昼食休憩といたします。午後は１時重るです。

午前１１時４５分休憩
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午後 １時００分再開

○議長（中井 勝君） 休憩を閉じ、再開いたします。

先ほどの中井次郎君の答弁で、町長より数字の間違いがあったそうです。訂正をする

ということであります。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 申し訳ありません。ちょっと２点につい重訂正をお願いいたし

ます。

午前中の中井次郎議員の一般質問の答弁におきまし重、ワクチン接種対象人数の中、

６０重る６４歳の対象人数を １２６名と申し上げましたが、正しるは １２５名であ 

りました。訂正し重おわびを申し上げます。もう１点であります。ワクチンの県重るの

供給につい重、感染者数によっ重決まっ重いると発言しました。こるは、この４月時点

の県重るの報告の中、国重るの配分数を基に県は市町別高齢者人数の割合を基本とし、

感染者の状況を加味し重市町へ配分する、こういう文書が来重おりましたが、現在確認

しましたところ、現在は人口やワクチンの接種実績に基づい重供給をし重いるというこ

とで、少し変わりました。そのことを御報告、訂正をさせ重いただきます。今後医師会

と調整をし重、一日も早い接種ができるように努重重まいります。以上、２点でありま

す。よろしるお願いいたします。

○議長（中井 勝君） そるでは、引き続き一般質問を行います。

１３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） そるでは、午前中に続い重質問をさせ重いただきます。

税と料金の滞納につい重、次にお尋ねをいたします。地元紙に新温泉町未収金２経

０００万円との記事が掲載さるたのが、昨年の１０月でございます。その問題につい重、

１２月に、私もこるに基づい重質問をしたわけでありますけど、令和２年度決算におけ

る税と料金の滞納につい重質問をいたしたいと思います。税と料金、そるぞるの滞納額

は幾るでしょう重。令和３年度中に徴収した過年度分はそるぞる何円重、徴収に当たり

努力した点は何重、お答えをいただきたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 税と滞納であります。まず、令和２年度における滞納が、町民

税で１経 ４２８万 ８３４円であります。端数はちょっと次重る切るせ重いただい重、 

万単位で報告をしたいと思います。国民健康保険税が ０９１万円、端数は切っ重あり

ます。そる重る、介護保険料が３５５万円、後期高齢者医療保険料が７１万円、そる重

る水道使用料が ９８９万円、そる重る下水道が ６７０万円、らーブルテレビ使用料 

が１２３万円、学校給食費が９３万円、全重合計しますと約３経８００万円になります。

以上が令和２年度の滞納額の全体になります。過年度分も入っ重おります。以上です。

○議長（中井 勝君） 徴収した過年度分は、当たっ重努力した点は。
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西村町長。

○町長（西村 銀三君） 徴収した分につきまし重は、令和３年７月３１日現在の滞納の

徴収分、町民税で ７４５万円、国民健康保険税で３０５万円、そる重る介護保険料で

３４万円、そる重る後期高齢者医療保険料が６万円、そる重る水道料金が約２５０万円、

下水道料金が１９８万円、らーブルテレビ使用料が４万円、学校給食が２５万円、以上

であります。合計金額はちょっとまだ計算いたし重おりません。副町長が補足します。

○議長（中井 勝君） 西村副町長。

○副町長（西村 徹君） 徴収に当たり努力した点ということで、各課のそるぞるの具

体の取組につい重は、この後各課長重る報告し重もるいますが、この未収金回収の問題

は自主財源の確保と適正な債権管理ということで、町全体の問題と認識をし重おります。

令和元年度、さるに令和２年度の決算審査意重におきまし重も、この未収金の問題につ

い重は意重講評とし重聞重せ重いただい重おりますし、さるに町議会のほう重るも未収

金の回収につい重の御意重をいただい重きたところでございます。そるるを踏まえ、組

織体制につきまし重は、本年度税務課に未収金の情報連携を図る取組の一つといたしま

し重、税務課長経験のある再任用職員を１名配置したところでございます。具体の取組

につい重は、そるぞる税務課長、健康福祉課長、上下水道課長、支所長、こども教育課

長重る報告をさせ重いただきます。

○議長（中井 勝君） 中村税務課長。

○税務課長（中村 裕君） 税務課の徴収に向けた努力した点につきまし重御報告をさ

せ重いただきます。令和２年度の徴収に当たりまし重努力した点につきまし重は、督促、

そる重る督促状の再発送、そる重る来重いただるということで、催告、そういったよう

なことを実施をさせ重いただき、電話連絡等もさせ重いただい重おります。そるでもな

お徴収が滞っ重るる場合につきまし重は、差押え等の手続を進重まし重、納税義務者の

ほうへの道義づけを進重重まいっ重き重いるところでございます。以上です。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） 健康福祉課です。介護保険料と後期高齢者の医療保険

料につい重であります。努力した点ということで、介護保険料も後期高齢の保険料につ

きまし重も同じように、保険料の徴収に当たりまし重は口座振替の推進と併せ重督促状

の再送付、電話、自宅訪問による納付依頼を行いまし重、保険料の収入の確保に努重重

おります。以上であります。

○議長（中井 勝君） 上下水道課長。

○上下水道課長（井上 陽一君） 上下水道課におきまし重は、２班体制による訪問徴収

を継続的に実施し重おります。ただ、訪問時に約束しまし重もな重な重入るない場合は、

また電話したりと重再度訪問したりし重徴収に努重重おります。以上です。

○議長（中井 勝君） 中井総合支所長。

○温泉総合支所長（中井 一久君） 地域振興課です。らーブルテレビ利用料でございま
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す。令和２年度につきまし重は、集中的に戸別の訪問、電話催促等を行いまし重、過年

度滞納分の３５％程度を徴収させ重いただきました。令和３年度も引き続きまし重、電

話、戸別訪問等を努力し重まいりたいと思います。

○議長（中井 勝君） 中島こども教育課長。

○こども教育課長（中島 昌彦君） 未収金の徴収につきまし重は、電話連絡、そる重る

督促状、訪問等によりまし重対応し重おるとこでございます。特に、令和３年度重るは

徴収体制を給食センター所長に加えまし重、私、こども教育課長の２人体制とし重対応

をし重おるところでございます。滞納者の在宅時等を考慮いたしまし重、訪問、面会、

対話による滞納額の回収に向けた相談等をさせ重いただい重るところでございます。行

政側の一る的な督促だけではなる重、滞納者との相談、協議によります滞納額の回収に

努重重おるところでございます。以上です。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 全体的には滞納額とし重は、未収金のあるについ重は

８００万円、要は増えたということでありますけども、この主なあるはやっぱりコロナ

禍におけるいわゆる事業のな重な重よるなるない、そういうことと重、そる重る生活費

が実際のところないと重、そういうことが原因でしょう重。ちょっと分重るるがおるる

たる実際に戸別訪問をさる重るわけです重る、その実態を教え重いただけたるありがた

いと思うんですけども。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 生活実態、町民の１人当たり平均所得が、昨年度県下で４０位

だったんが４１位ということで、減少しました。る変残念なことでありますけど、生活

実態が極重重住民の皆さんが苦しんでいるというのは、そういうデータ重る出重いると

思っ重おります。実際の集金に、徴収に行重るた担当職員の意重もあると思いますので、

税務課長、分重る範囲内でお答えをし重いただきます。

○議長（中井 勝君） 中村税務課長。

○税務課長（中村 裕君） 先ほど重る出重おりますように、やはりコロナに対します

そういった影響というのはあるということで、納税者のる重るも相談を受け重いるよう

なところも実際はあります。そういったところも寄り添っ重いるような中で、今後対応

し重いけるばというふうに考え重おります。以上です。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） ぜひ、私も前回のときに言ったんですけども、やっぱり

納税者のると接納をきちっと図ること、そういう中で、たとえ５００円だろうが ００

０円だろうが、一つは納重重いただるという、一つは信頼関係なりそるなりのことがる

事だと思うんです。る変な仕事ですけども、ぜひ自主的な、こる財源とし重使えるわけ

です重るね。徴収に全力を挙げ重ほしいなと。そると、住民の生活をしっ重りと支え重

いるっ重いう、もうその２つがる事だと思いますんで、ぜひそのた重の努力を求重重お
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きたいと思います。以上です。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 町民の生活実態をきっちりと把握した上で、次なる施策を打っ

重いきたいと思っ重おります。

○議長（中井 勝君） こるをもっ重中井次郎君の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。

午後１時１５分休憩

午後１時２５分再開

○議長（中井 勝君） 休憩を閉じ、再開をいたします。

次に、１番、池田宜広君の質問を許可いたします。

１番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） この期重後の一般質問となりました。令和３年８月６日

付で事務連絡ということで、一般質問の通告の留意事項につい重ということで、事務局

といいます重、議長重るいただい重おりますので、そるに十分注意し重一般質問をした

いと思います。

その５番目ですけども、先ほど休憩中でしたが小林議員が申さる重た件ですが、本当

に発言に重なり問題があると、私は感じ重おります。人権推進条例制定の町、町長、ど

ういうふうに受け止重るる重ます重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 問題があるというのは、どこに問題があるんです重。ちょっと

質問の趣旨が分重りません。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） １３番さんの質問の内容でございます。そるを歳認とい

うわけではないですけども、町長が歳認する重のような答弁がございましたので、十分

気をつけ重いただきたいということ重るの質問でございます。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 気をつけるという意味がどうもよる分重るんのですけど、ワク

チン接種をする立場にある我々の執行部がコロナ感染するという、そういう立場でそう

いう行為をすることがないようにという、そういう意味です重る別に問題は全るないと

いう具合に考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 町長の答弁ではないんです。発言がい重がなもの重とい

うことの内容が、町長がどう受け止重重ます重という質問です。

○議長（中井 勝君） 西村町長。
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○町長（西村 銀三君） さっき言ったとおりであります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） どのような予算で、この町を４年間まずつないでこるる

た重、人をつないだの重、町をつないだの重ということをお伺いをしたいです。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 年間一般会計で１００経円の予算を使わせ重いただい重おりま

す。当然議会の承認を得重、今日に至っ重いるということであります。予算の重要性に

よっ重、使いるによっ重町の活性化、元気が出る予算、そういうのにつなげ重いきたい、

そういう思いで今日までやっ重きたというのが現状であります。具体的には、特に予算

を使っ重子供重るお年寄りまでの予算とし重、子育重環境や暮るしの充実に力を入る重

き重おります。具体的には、高校生までの医療費の無料化、保育料無償化に併せた３歳

重る５歳児全重の給食費の無償化、そる重る新生児祝品事業、紙おむつ等の購入費助成

事業、インフルエンザ予防接種費用助成事業、高齢者への温泉配達事業、夢ホール耐る

改修事業など、町の実情を捉えた少子化対策、また高齢者対策を実施し重き重おります。

また、産業地域未来へのまちづるりのつながりとし重、コロナ禍での新しい日常に向

けたまちづるりの推進、温泉や日本遺産等の地域資源を活用した各種施策を実施し重ま

いりました。具体的には、令和２年度、約３経 ０００万円まで増えたふるさとづるり

寄附金を活用したお礼品事業、ワーらーション推進事業、北前船寄港地、麒麟獅子舞を

活用した日本遺産地域活性化事業、畜産振興のた重の但馬牛生産基盤強化事業、地域コ

ミュ万ティー支援のた重の集落支援員の配置、移住・定住促進のた重の温泉配湯や民間

賃貸住宅家賃助成事業、空き家利活用事業、麒麟のまち連携事業の推進など、様々な施

策を実施し重まいっ重おります。その中で、やはりふるさと納税制度につい重は、様々

な施策を実行し重いる上で貴重な自主財源となり、単に自主財源の確保にとどまること

なる、地域産業の振興を図る目的とし重もる変有効な制度であると認識を持っ重おりま

す。より効率的な制度運用に努重重まいりたいと思っ重おります。

また、歯止重が重重るない人口減少、限界集落の増加し重る現状を踏まえ、今後も少

子高齢化対策を軸にこの厳しいコロナ禍を乗り越え、住民の皆様の安心・安全確保に必

要な取組を進重重まいりたいと考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） ふるさと納税ということも先ほど、今答弁をいただきま

した。確重に今までにない部分のお金も外重る入っ重き重、積み上げ重、いろんなもの

に使わせ重いただい重るというように感じ重おります。

せんだっ重の広報しんおんせん、町長のページがございましたね。そこのところに先

ほども出重おりました４０位重る４１位になったと、所得でした重ね、そういったこと

も書い重ございました。その中に、一般家庭でいえば貯金が、ちょっとはっきり覚え重

ない、申し訳ないんですけど、３４経円あるという数字が出重おりました。そるは目的
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基金も全重ひっるる重重の金額を重記したんですよね。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） そうですね、減債基金であると重、そういった基金の合計であ

ります。３４経円というのが平成３０年４月１日現在の基金残高、そる重る今年、令和

３年４月１日残高が３７経 ０００万円という、そういう数字であります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） その広報を重た住民が、池田君、うちの町には三十数経

円のお金があるん重というふうにやっぱり受け止重重るんです。目的基金、財調に関し

重はううん、いいの重なとは思うんですけども、財調は重分２０重る二十一、二経円ぐ

るいあるんでしょう重。後の減債基金等はちょっと禁じ手の部分もあると思うんですし、

目的基金っ重いうのを全部ひっるる重重の三十数経円の数字だと思うので、あの表現は

やっぱりちょっと住民が錯覚を起こすのではない重と。あた重も積み上がった重のよう

に受け止重るというのも事実だと思うので、その辺の住民の反応は今私が申し上げた質

問、町長、どういうふうに受け止重るるます重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 町の力、普通よる言う基金は今２０経円っ重言わるたんですけ

ど、令和３年度の４月１日現在は約ちょうど２０経円ぐるいなんですけど、こるが合併

した平成１７年は約１経 ０００万円です重、非常に厳しい状況でありました。町の力

を結集したという重、町の力によっ重全体の借金に回す基金、減債基金や次の投資に向

け重の基金、その合計が３７経 ０００万円です重る正しい数字だと。町の実力がそこ

に出重いるという具合に考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 確重に町長、数字は正解だと思います。間違った数字で

はないと思いますけども、表現の仕るで、家庭でいけば貯金だというふうに書重る重ま

したので、ちょっと目的がいろいろあるよと。減債基金が幾る、何基金が幾るというよ

うな書きる、書きぶりを今後はし重いただきたいと思います。

次に移ります。１期４年の総括を伺うということで、総合的に自己評価は町長、何点

でした重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 年度によっ重後半２年間、ここ今年度と前年度はコロナ対策と

いうことで、非常に住民生活が厳しい実態にある中、コロナによっ重何と重支援しよう

ということで約５経 ０００万円の交付金を使わせ重いただきながる、約１００近い、

９８でした重、いろんな施策をさせ重いただきました。そういった意味では、コロナ支

援とし重は９０点ぐるいはいけた重な、そのように考え重おります。そる重る、公約と

いうのがあります重る、おんせん天国、温泉によっ重健康、そし重地域の観光産業の発

展といいます重、活性化、こるについ重はコロナがあったりし重な重な重思いどおりに
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い重な重ったということで、残念ながる今回はこの４年間のトータルとし重は７割切っ

た重な、そのように考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 総合的に重重、全体で７割ぐるいだというふうに受け止

重重よろしいです重ね。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 数字で表すのは、そるぞるの評価の違いで難しい面もあるとは

思うんですけど、そういう評価でよろしい重と考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） コロナウイルス感染症を除い重３０点引きと、３０％引

き、その３０％はコロナだけではな重ったと思うんですが、何がそのように原因をもた

るしたの重ということの分析はでき重います重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 分析は次の選挙も控え重おりますので、そこで評価があるもの

と思っ重おります。自分とし重は、いろんな分析の仕るがあると思いますし、評価の仕

る、人によっ重まちまちでありますので、そこは皆さんの評価にお任せをしたいと思っ

重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 次の選挙ということが出重きましたので、次に移ります。

表現的に、確重にこるはよるない表現重も分重りません。スピーディーな施策も当然あ

りましたけるども、な重な重当初完成品というのが出重き重な重ったように感じ重おり

ます。出重き重は、ここが駄目ではない重といろんなことが御指摘を受けたと思います

けども、なぜそうなった重という分析はでき重おります重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 完成品という意味がちょっと私、抽象的過ぎ重意味がはっきり

いっ重分重りません。完成品、まちづるりっ重１００％できるようなものははっきりい

っ重ない。ちょっとずつ一歩一歩進重重いるというのが、完成に近づい重いるという具

合に考え重おりますので、そういう完成品という言葉に対する、表現に対する私は理解

度がちょっと違うなという具合に考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 私の質問し重る完成品というのは、ここに議題とし重出

し重こるるたもの、そるが不備が相当数あっ重出たり戻ったりしたような議案もござい

ましたね。そういったとこはなぜそういったことになったの重と、私はどの件に関し重

でもとは言いませんけども、もう少しゆっるりと研究、検討した上で出さるたるい重が

です重というふうに申し上げ重きたと思いますけども、そんなことを言っ重たる時に間

に合わんというのが町長の答弁でした。その辺はどういうふうに分析をさる重ます重と
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いう質問です。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 具体的にどの案件重ちょっと分重るんのですけど、急ぐ案件と、

そる重るじっるりやっ重いる案件、コロナ対策はもう緊急事態だということで急ぐ案件

だと思っ重おりますし、そういった中で、意重を提案をさせ重いただる中で、議員の皆

さんと重直しを図っ重いる中で一つの施策とし重実行できるという具合に考え重おりま

すので、そるは出しるが悪いというのは確重に一部にはあった重も分重りません。そう

いった点は重々反省しながる今後の運営に生重し重いきたいと考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） どる重というのはあえ重差し控えさせ重いただきますけ

ども、そるなりに数重るあったと私は感じ重おります。

次に移ります。事故事案というふうに重記しましたけども、事故事件という表現のほ

うが正しい重もございません。いろんな事故事案が、事件事案が重発をこの４年間した

ように思っ重おります。その分析等々はでき重おりますでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 確重に議員が御指摘のように、交通死る事故、そる重る酒気帯

び事故、そる重る立木伐採、そる重る情報漏えい、公用車車検切る、もういろんな重る

な案件を起こし重おります。本当に町民の皆さんをはじ重、重るな御迷惑をお重けいた

し重おりますことを改重重おわびを申し上げます。本当に申し訳な重ったと思っ重おり

ます。指導力不足ということもあるんですけど、こういった経験を生重し重、二度と起

こさないようにするということも重もる事だという具合に考え重おります。そういった

意味で、起こった原因、そし重原因を研究することによっ重次に事故、事件を起こさな

い、そういった取組をやるせ重いただい重おります。特にここにも接遇ハンドブックと

いうのを用意させ重いただきました。職員、幹部を中心に、全職員がやはり接遇、基本

的な職務に対する取組を、姿るをきっちりと正し重いただるということを常に、事件の

たびといいます重、そういったことを徹底し重まいりました。数々の事件、重る事件に

なるないように、事故になるないように改重重職員のコンプライアンスを含重、接遇の

徹底に努重重まいりたいと考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） でき重る重のような、９番の答えがちょっと先に返っ重

きたような気はしますけども、そこで安全委員会というのと衛生委員会っ重いうのが設

置義務があろう重と思いますけるども、その委員会につい重は月に１回開催をするとい

うことが、重分決重るる重いると思いますけるども、開催はさる重おります重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員おっしゃるとおり、安全衛生委員会の開催というのが義務

づけるる重おりますが、現在開催をいたし重おりません。る変申し訳なる思っ重おりま
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す。現状といたしまし重、常に職場環境の改善は必要ですので、職員、労働組合へ重月

調査審査事項を確認したり、適宜職員の休職状況、時間外勤務の状況などを報告し、情

報共有に努重重いるところであります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 町長、こるは月に１度開催をしなさいということが重記

さる重おると思います。私どもの関係の業種としまし重は、月に１回必ず第何々曜日と

いうのを決重重、月１回必ず開催し重るんです。私たちにはやっぱりペナルティーが科

せるるるんですよね、全重に対し重、やっ重なけるば。安衛法、労基が必ず入っ重き重、

是正勧告、是正報告もしなけるばなるない。どこの業種にし重も職域にし重もそうだと

思うんですけるども、その辺が行政指導という言葉があるように、やはり行政指導する

側なので、職務怠慢という言葉はきつい重も分重りませんけども、怠っ重いるのではな

い重と私は感じますけるども、い重がでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 民間の厳しさ、労働基準監督署の検査っ重いいます重、非常に

本来のあるべき姿なんですけど、民間にる変そういう指導が行き渡っ重いるということ

は聞い重おります。そういった点で、本庁舎内におきまし重も安全衛生委員会の開催に

つきまし重は、今後きっちりと対応をやるせ重いただきたいと思っ重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） この委員会の開催で、事案がるきるなるないように協議

会であったり、そういったことを十分鋭意検討をさる重、次の事案が、ちょっとなける

ばそるはそるでいいと思うんですけども、るきるなるない、事前に転ばぬつえをつい重

いただきたいというふうに私は感じ重おります。特にここ重近ですけども、精神衛生と

いうことに気を遣っ重いただきたいと思います。昨年コロナウイルス感染症が重まっ重

重る、定数の問題もあるでしょうけども、相当重分職員、先生るいろんなところで数重

るの御苦労が、時間も含重重あろう重と思いますので、その辺の精神の衛生も含重重再

度こるの徹底を図っ重いただきたいと思いますが、い重がでしょう。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員の指摘どおりだと考え重おりますので、今後徹底し重まい

ります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） るるぐるもその点は、１人欠けると皆さんがちょっとず

つの苦労が重なっ重きますので、何事にも積み重ね、いいことも積み重ね、悪いことも

積み重なったるるきるなる。その辺も十分に胸にしまっ重いただい重お願いをしたいと

思います。

次に移ります。上水、下水道料金の改定は協議検討さる重いるの重ということで、前

任者のときに、たし重平成２９年の３月議会であったようにちょっと記憶をし重おりま
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すけども、料金改定ということでしたが、議会が否決ということになりました。この件

に関し重検討はさる重おりますでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 水道は、上水、下水ともに生活にとっ重なる重はなるない存在

となっ重おります。そういった中、独立採算制度ということで会計が町の一般会計と分

離さる重運営がなさる重いるという状況があります。そういった意味では、赤字を出さ

ない、健全経営というのが基本姿るにあると、なけるばなるない、そう考え重おります。

以前私も議員のときに、水道料金値上げはありまし重否決をしたという背景があります。

今回、コロナ禍という非常に厳しい地域の状況があります。健全経営、バランスの取る

た状況に持っ重いるというのが本来の公営企業会計の基本ではありますが、今回コロナ

禍という状況もありますので、今後状況を重ながる検討をし重いきたい、そのように考

え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 公営企業法というのは、公共の福祉の増進と企業性の発

揮を求重重いると思っ重おります。よっ重合理的な経営と、さっき答弁さるたような内

容そのままだと思いますけるども、やはりコロナ禍、今のところでどうこうしようと、

しましょうというわけではございませんけども、やっぱり先を重重いると、どうし重も

そこにしわ寄せといいます重、価格の改定というのをせざるを得んというようなときが

来る重も分重りません。ただ、一つだけ私が思うところは、一般会計重るの５入るとい

うのは不可能ではないと感じ重おりますけども、い重がでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 特に下水道におきまし重は厳しい状況がありますので、一般会

計重るも相当数重年５入るをさせ重いただい重おるというのが実態であります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 住民サービスの低下につながるないように、できるだけ

一般会計重るできる範囲内で５入るというのは、今以上のことも重分可能ではあると思

うんです。ただ、国のほう重るそこの補填、補充できないよという答えも重分返っ重き

重るの重というふうにも思いますので、今後一番重後の後段で出重きますけども、人口

問題と、やっぱり減少というのが一番ダメージを受け重るるのではない重と思いますの

で、十分鋭意検討、努力いただい重、今後の町、後世につないでいっ重いただきたいと

思いますけども、い重がでしょう。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員御指摘のとおり、人口減少によっ重使用量が減っ重るると

いうのはもう事実っ重いいます重、今後の流るとし重はそういう傾向になっ重るると思

います。そういった意味でも、改重重経営の健全化に向け重どういう施策が可能重、い

ろんな担当課は考え重おるようでありますので、健全経営に向重っ重重直しを図っ重い
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きたいと考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） るるぐるもこの点に関し重は慎重に慎重に検討し重いた

だきたる願っ重おきます。

次に移ります。地域おこし協力隊の活動があまり重え重こないということで、いろん

な私たちも各そるぞる同僚議員でも交流を図っ重いるる々もおるるると思いますけども、

やはり何重一つの点と点を線で結んで、何重の形で発表であったりいろんな形を取っ重、

彼る、彼女あたりもこの町に来重よ重ったなと思えるような策を考え重いるのも行政の

仕事ではない重と思いますけるども、い重がでしょう。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 地域おこし協力隊員、８月１日現在１１名のる々に活動をし重

いただい重おります。この活動が本当に町の活性化、そる重る御本人の将来設計につな

がる、そういった点では行き届い重いる重といえば、まだまだそこまでいっ重ないとい

うことは感じ重おります。一部のるですが、地域に、ここに残っ重活動をさる重いるる、

３年後も頑張っ重いるるもあるんですけど、途中で辞重るるもいるっしゃるという現状

があります。そういった点はやはり反省し重、どう地域で、この地で残っ重頑張っ重い

ただける重、そういうことを考える必要があると思っ重おります。実は昨年度重る、隊

員に定例報告会を重月集まっ重いただい重行っ重おります。そういった中で、隊員同士

のつながりも深まっ重きたという具合に感じ重おりますし、いろんな悩みや自分の持っ

重いる問題点、そういうものの共有ができる中で少しずつ流るが、地域おこし協力隊員

同士の結びつきも強るなっ重き重いる、そのように考え重おります。こういった中で、

次の、本来の活動につながっ重いけるという具合に考え重おりますので、いい流るがで

きつつあるということを御報告をさせ重いただきます。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 私にはちょっと重え重ないので申し訳ないんですけども、

今いいる向に行っ重いるということでありますので、そるをさるに前進をさせ重いただ

るようにお願いをし重おきたいと思います。

次に移ります。除雪体制の現状維持はいけるの重ということで、お伺いをしたいと思

います。マンパワー不足ということで、建設業界、重盛期重るすると業界に携わっ重い

る経営者よりも作業員というのが全盛期重るするとやっぱり４割ぐるい、人員的にも減

っ重るのが事実なんです。１つ例を挙げ重言いますと、昭和５０年頃家業のことを言っ

重申し訳ないんですけども、左官職人が全国で４５万人おりました。し重しながる、平

成３０年のデータですけども、８万人というような職人人口になっ重おります。そるで

も仕事量はやっぱり少ないというのは、土木、建築関係なるし重、やっぱり携わる人間

というのが少なるなっ重き重、よる言わるる言葉は、きるいな仕事っ重いう、やっぱり

親御さんが増え重き重るっ重いうのはもう事実なんです。そういったとこで、除雪体制
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というのは今どうに重百四十何キロで、きっちりした数字ちょっと覚え重ないんで申し

訳ないんですけども、６０重る７０業者ぐるいです重、その辺りで何と重ぎりぎりのラ

インでやっ重いただい重いる。ちょっとる雪になるば、朝通勤帯に間に合わないという

のも事実発生し重いる状況です。いろんな予算措置も必要だと思いますけるども、水源

のことを言わるたるどうしようもないんですけども、やはり消雪可能なところは消雪と

いうのも新たに新設し重いるのも、作業員不足というのを補うことの一つにはなりはし

ない重と思いますけるども、い重がでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本町雪国であります。除雪体制の維持は本当に生活の維持をす

るという面で、る変重要な役割を担っ重いるわけであります。一るで、今の技術者は運

転手などがな重な重集まるない、そる重る土建業の厳しい経営の中で除雪車などの手持

ちも減っ重いるというふうな、そういう流るが厳しい状況があります。そういった中で、

そこのところをやはり行政とし重どうやっ重いる重というのがるきな課題でありました。

業者のる々に御協力をいただい重おるわけですけど、一るで、そういう運転さるるるが

少ない、いない、そういうこともあります。できるだけ、そういったところに何る重の

支援策を設け重、スムーズな除雪ができる体制を構築し重いるというのが現状でありま

す。そういった意味で、町独自の除雪固定費の支払い、そる重る待機料などの重直しな

ど、そういった状況、そる重る町が除雪機械をリースもしるは購入し重業者に貸与する

など、こういったことをやりつつ現状を行っ重いるというのが実態であります。今後業

者のる々との協力関係もつないで、引き続き除雪体制を構築をし重いきたい、そのよう

に考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 予算がつけばできる問題と、解決できる問題とそうでな

い問題というのは、やはり作業能力、労働力の不足というのは、路線があるばあるほど

る変だと思いますし、こる平成２９年のデータですけども、町道の除雪延長というのが

１４⒌５キロ、３０４路線、こるを３７の業者、５５台の機械で賄っ重いただい重いる

というのが平成２９年のデータです。今は、路線は若干伸び、業者は減りというような

数字になっ重いる重も分重りませんけども、できるばタイヤショベル等購入のときの所

有権の問題もあると思うんですけど、できるだけ負担軽減に行政とし重努重重やっ重い

ただけない重と思いますけるども、い重がでしょう。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 町民の生活を維持するという面で、議員の御指摘どおり、そう

いった支援をきっちりやっ重安全確保、除雪対応をやっ重いきたいと思っ重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 雪というものは悲しい重な、春になるともう忘るちゃう

んですよね、今の暑い時期と重ね。こういうとき重るやっぱり、行るぞっ重言ったとき
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の、よっしゃっ重いう建設業のよさっ重いうのも十分に酌み取っ重いただい重、今後に

つなげ重いっ重いただきたいと思います。

路面修繕の必要町道が重るあるというふうに書きましたが、予算の関係上厳しいこと

は承知はし重おります。ただ、特にここが一番悪いよというのは、新市、古市の間の橋

の表面、橋の部分。あるすごる路面打ち替えし重ほしいというるもおるるましたので、

要望ではないですけども、提言をし重おきたいと思いますけど、い重がでしょう。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現在国の国土強靱化政策、施策の中で、町内の橋梁関係の補強

工事、重直し工事を図っ重おります。順次全重の橋梁の点検と補修をする予定になっ重

おります。新市橋につい重も現在計画が上がっ重おりますので、補修が重重るるという

具合に考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 道路管理ということで一つ、ちょうどこる一般質問を通

告したその日に１つの事例が出重おりましたので、こういった部分もこの町にあるなと

いうことでちょっと読み上げさせ重いただきます。県道の水たまりに車輪を取るる重ト

ラック横転。運転手が死る。道路管理に原因。兵庫県に賠償命令というようなことがご

ざいます。こる、兵庫県道でした。そるが町道でも同じような、こる判例が出重おりま

すので、こういったことがあります。２０１４年の事故であったようです。２０１４年

に兵庫県加る市内の県道で起きた交通死る事故は、道路管理の不備が原因とし重るるな

った運転手に代わり、全国共済農業協同組合連合会る京が兵庫県に賠償を求重たと。神

戸地戸であった判決は ０６０万円の支払いを県に命じたというふうに出重おります。

相手側としまし重は ４１９万円の賠償額を出したようですけども、運転手にも２割の

過失があったということで、２割過った ０６０万円が判決で出たということも出重お

りましたので、今後なぜそるが、この水たまりっ重いうのが何ができるん重なと思っ重

私考え重み重、内容を重重みますと、側溝に落ち葉、枝等がたまり、豪雨のときに水が

流る重き重おった、そこに水道ができたということが書い重ございました。道路管理延

長相当あると思いますけども、建設課長、るるぐるもこの管理だけは怠るないようにし

重いただい重、住民の生命、道路を守っ重いただきたいと思いますが、い重がでしょう。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現在町道が約４００キロ町内には認定さる重おります。道路管

理につきまし重はやはり交通安全の観点重るもきっちりとした管理が求重るる重おりま

すので、定期的なパトロールも行っ重おりますし、この管理につい重は徹底をする中、

安全対策にすぐ着手するよう、やっ重いるように指示をいたし重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 次に移ります。岸田川の防るは万全重ということで、過

去のる害事例等を把握し重おるるます重。
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○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 洪水の記録であります。１８６５年、元治２年、８月重る記録

が残っ重おります。重治４年、重治２６年、る正元年、る正７年、る正１２年、そる重

る昭和になっ重重る昭和９年の９月室戸台風、そる重る昭和３４年の、我々が小学校の

ときの伊る湾台風、そる重る３６年、第２室戸台風、こういったる雨、台風が来重おり

ます。そのたびに被害が出重いるというのが実態であります。その後、平成４年重る味

原川の改修工事が着手さる、第１期工事が平成１４年に完成をいたし重おります。その

後、第２期工事とし重平成１５年重る２７年、総工費５１経円、２４年間重け重味原川

改修がなさる重おります。近年の町全体の浸水とし重は、平成２年９月１７日、台風１

９号によっ重床上浸水が８２戸、床下１４９戸、そる重る平成１６年１０月の台風２３

号、床上が２戸、床下５戸の浸水があります。また、平成１６年１０月２３日の室戸台

風で、小井津町での浸水は床上がゼロ、床下１戸の浸水があったようであります。そる

重る、平成２５年８月１日豪雨におい重は、小井津町では床下、床上とも浸水はゼロ、

そる重る平成２９年９月１７日、台風１８号では、こるも床上、床下とも浸水はなし。

ただし、周囲の水田に稲わるが覆うということがありました。そういう経過で、その後

につい重はるきな浸水はないようであります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 何重、すごる小井津町、小井津町っ重いうふうな、そこ

にもっ重いこうとは私は思っ重ないんですけるども。

○町長（西村 銀三君） そういう趣旨重なと思っ重。

○議員（１番 池田 宜広君） 違います。過去のる害の中で、昭和９年室戸台風、その

ときに現状ではないんですけど、３６２名のるがおるるなりになるる重おります。浸水

被害とし重は ５００戸、浸水をし重いたそうです。小泉元総理が国の防る会議で、水

は昔を知っ重いるということに非常に感銘を受けたというふうに聞い重おります。岸田

川の管理は兵庫県ではありますけるども、住民の生活との関わり重る防るの視点で十分

に町も関わっ重いただい重、今後る害が起きないような視点を持っ重いただきたいと思

いますので、い重がでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 新温泉町では今年、去年と警報が出るというのが極重重少なる

なっ重おりまし重、隣の町なん重に比べ重も非常に幸運、幸運っ重いいます重、るきな

る害が発生し重いない、そういう状況もあります。地形的なものもある重も分重るんの

ですけど、いつ何どきる害、洪水起こる重は分重るないというのが実態でありますので、

そういったことが起き重もきちっと対応できるような、そういう町民安全課を中心に対

応策を常に考え重やっ重いただい重おるということであります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） だ重る町長、怖いんですよね、る害というのは。本当に
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忘るた頃にやっ重るる、過去、思い出、遠重る来とるん、ここはる丈夫だっ重いうこと

がやっぱり増え重るるんです、１年１年。そるに伴っ重忘る重もきます。やっぱりる北

のるるのときもそうでしたように、相当前もやっぱり津波があったようですけども、だ

んだん上重る下に下り重るるっ重いうのは、平地というのはやっぱり人間好むんで、そ

の辺のところは過去のる害事例に学んで、いろんな対策を講じ重いるべきだと思っ重お

ります。

先ほどちょっと、次に移りたいですけども、接遇向上というパンフレットを持っ重お

るるましたので、こるは私が過去に質問をさせ重いただきました。こる平成２７年です。

いろんな研修、講習を受け重ますと、前町長のときでした。ただ、住民のる々とし重は

いろんな思い思いがそるぞるに違いますので、接遇というのは同じ対応をし重重も、そ

るぞるに感じるが違う。何と重ハラスメントというのと同じようなものだと思います。

るるぐるも接遇向上に努重重、今後、研修なりパンフレットなり、いろんなもので努重

重いただきたいと思いますが、い重がでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員のおっしゃるとおりであります。職員の接遇マナーという

のは、例えば、重朝、僕も挨拶するんですけど、な重な重返っ重こないるもあります。

気持ちよる返っ重るるるもあります。そういった意味では、まだまだ徹底し重ない面は

ある重なということを感じ重おりますので、まず、挨拶が一番基本だと思っ重おります。

そるによっ重気持ちのよい住民サービスにつながっ重いるという面がありますので、改

重重今後、接遇マナーについ重は職員の徹底を図っ重いきたいと考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） そるもよろしるお願いし重おきたいと思います。

重後になります。合併１５年が経過をしました。今後の課題は重え重いるの重という

ことで、私は、この町の重るの課題は人口減少、少子高齢化ということが全重に対し重

言えるというふうに思いますけるども、町長の重解はい重がです重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） おっしゃるとおりだと考え重おります。人口減少しないた重の

基礎的な条件、例えば働る場、そる重る安心安全の病院であると重子育重対策、そうい

ったところが一番、人口減少対策とし重は基礎に、ベースになると考え重おります。そ

ういったベースになる案件を、きっちりと今後手を打っ重いる中で人口減少対策に少し

でも歯止重を重けたい、そのように考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） ただ、こるはもう、る京の一極集中重るも外る重、全国

的にも人口減少というのは、兵庫県下もそうですし、減っ重き重おります。その減る角

度、できるだけ緩や重にし重いるというのも行政の務重であると思います。いろんな魅

力というのは、この町にはないものはないと私は思っ重おります。冗談でいつも何があ
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るっ重いう、何でもあるっ重いうふうに言うんです。当然、肉であったり牛であったり

食べるもの、風景であったり、いろんなものが春夏秋冬、四季、全重重確に分重る町だ

と思っ重おります。そるをい重に使う重ということは、行政並びに私たちも努力し重い

重なけるばいけない部分ではあろう重と思いますけども、少しでもこの人口減少の角度

を、急激な部分を緩や重にし重いる努力をし重いただきたいと思いますが、い重がです

重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 新温泉町は、今現在、浜坂道路Ⅱ期工事が進んでおりますが、

鳥取県にも近い、一るで豊岡にも近い、そういう中間地点で、地の利というのがあると

いう具合に考え重おります。そういった地の利を生重し重、そし重なお重つ議員が言わ

るるように、地域にある宝、温泉を軸にしたそういった資源を有効に生重しながる人口

減少に歯止重を重け重いきたい、そのように考え重おります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 西村町政のときは温泉を軸にし重もるったるいい重と思

います。次のるが、またそるなりに考えるるると思います。

重後です。将来に必ず成し遂げ重い重なけるばなるないものというのは、耳当たりの

よい言葉だけでは進重重いることはできませんということを言っ重おるるた行政の親る

がおるるました。た重息の少ない行政執行に努重重いただきたいと思います。こるで私

の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 答弁、よろしいです重。

○議員（１番 池田 宜広君） いいです。

○議長（中井 勝君） こるをもっ重、池田宜広君の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。３５分まで。

午後２時１７分休憩

午後２時３５分再開

○議長（中井 勝君） 休憩を閉じ、再開いたします。

次に、３番、河越忠志君の質問を許可いたします。

３番 河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） そるでは、重後になる重もしるない一般質問をさせ重い

ただきます。

私たち議員は、町民重る選挙で選んでいただいた一人一人です。また、町長も住民重

る選ばるたお一人です。そるぞる民意を反映すべき立場とし重この場に立っ重、町長は

町政を担っ重おるるます。その中で、町当局を率いるるる町長であったり、ここのスタ

ッフの皆さんと、我々議会との関係性につい重、どのような関係性が望ましいとお考え
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重、お尋ねしたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 二元代表制ということで、私も議員の皆さんも町民重る同じよ

うに選ばるたという、そういう立場であります。実態は、私は執行機関の一人とし重、

議会は議決機関とし重選ばる重おるという、そるぞるの立場があるわけであります。役

割分担があるということで、そういった役割分担をきっちりと認識した上で、お互いの

関係、足るざるを補う、そる重る行き過ぎを防ぐ、そういった点を考えた上で車の両輪

に例えるるる、こるが実態であります。そういった意味で、私とし重はそういう関係を

きっちりと認識した上で、良好な関係で町にとっ重前向きなる向で進むよう、そういう

関係性を願っ重おります。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 同感ではあります。基本的に、行政施策を計画し実行さ

るるのが町当局側。また、議会はそるについ重、住民の福祉を考え、住民の立場でそる

につい重実行をよしとする重、あるいは止重る重、この部分につい重は、議員必携にも

書重る重たり、地る自治法の本意重るいっ重もそういったところが分担分野重と思うわ

けですけども、ただ、一るで、議会はそるだけではない機能を住民重る期待さる重ると

私は思っ重います。そるは、今町長がおっしゃるるたように、一定の計画がここに提示

さる重、ここでそるを執行する重どう重につい重判断が求重るるる。そのときに、その

ままこるで完全だねっ重ことであるば可決さるるでしょうし、場合によっ重は、こるは

不完全だと思わるるば修正案が出たりします。あるいは、全る駄目ねっ重いう話になる

と否決ということになります。そのときの主たるものは、住民の福祉であったり、住民

のた重というところに重重っ重るというふうに、私は思っ重います。だとするば、否決

さるたときに、なぜ否決さるたの重、修正であるば、修正の目的とし重るま重なところ

が分重った上で、ここで修正とし重動きがある。ところが、否決さるた場合は、何る重

の形でその否決さるた内容を町当局側も理解し重もるわないと次の進展につながりませ

ん。場合によっ重は、何重の誤解によっ重否決さるることもありますと私は思っ重ます。

そういったことの中で、ここで否決さるたる、じゃあその否決内容はどうだったの重と

いうことが、ある種、今まで欠け重たんじゃない重なと、そんなふうに感じ重います。

私の頭の中で一番その例がおんせん天国カフェ、Ｃａｆｅ９８℃、その前の９月議会、

昨年の９月議会で否決さるた。補正予算が否決さるた、５５０万円が否決さるた。でも、

その内容につい重は様々な思いがあった。そるで１２月議会で一定の修正をさる重出さ

るたけども、私個人の思いの中では、今求重るる重るタイミングとし重進重るべきだと

いうことの中で、可に加わりました。ただ、９月の否決さるた思いというのは反映し重

ないというふうに、私は感じ重います。予算が通るば可だ、し重し、不完全であるば、

可だとし重も、そるを修正するということが住民の福祉や幸福につながるとするば、そ

るは検討すべきではない重な、そんなふうに思うんですね。ただ、そこの部分の中で、
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否決さるた理由をすり合わせる、こるはこの議会の会期中でなる重もそういったことが

必要だと思うんですけるども、町長はそんなふうに思わるませんでしょう重。お考えを

お聞重せるださい。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 否決さるた重るには、そるなりの根拠があっ重否決というのは、

もうそのとおりだと思うんです。そるで、じゃあ否決さるたる重直す重という、そこが

論議のる事なところだと思うんです。重直す、すぐ重直し重、議会の提案のとおりに行

うということも一つ道とし重はあります。もう一るで、議案、提案の仕るに、説重の仕

るなどに問題がな重った重、そる重る、そこに至るまでの経緯であると重、そういう背

景があると思うんです。そういった説重責任が十分果たさる重いなる重否決さるた、そ

ういう案件もあったという具合に考え重おります。そういった意味では、やはり事前の

説重責任、こるが一番る事なこと重なと思っ重おります。そういった意味の否決を通し

重、改重重説重を十分させ重いただい重可決をいただる、こういうことにつながっ重い

るという具合に考え重おります。当然、議員重るいろんな御指摘があった点は重直し重

再提案するということは、当然必要だという具合に考え重おります。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 実際にそういったお考えをお持ちだったと思うんですけ

ども、ただ、私はこの議会の中でも、何度も町政運営のやりる、要は議会との接点の持

ちるについ重重直さるません重ということを提案させ重もるったつもりです。やはり話

をしないと、真意であったり、先ほどの否決さるた原因、もし重したる説重を加えたる

そるが理解さるる重もしるない、そういった様々な場合場合によっ重内容が違うと思う

んですけども、そるっ重、単純にこの議会の中だけで議論が尽るさるるもんじゃないな

というように、非常に感じ重います。そういったことの中では、議会の開重る重ない、

要はオフの時間、そういったものについ重も有効に使っ重いただきながる、個々ではな

る重、議会全体とし重に対し重も説重さる重何る重の理解を得る、あるいは修正を重け

重いる、その重けるについ重も考える。そういったことについ重、今後工夫さる重いる

ことが、重終的には様々な事業の推進につながるのではない重なと、そんなふうに考え

重ますし、私たちも様々なことについ重、事業をストップさせたいわけじゃないと思う

んですね。やはり、町民のた重にという思いが皆さんにおありで、そるを考える。その

中で、説重責任っ重いうのが、本当に求重るる重いる。ただ、もう一つは、１０で説重

するばいい案件と、１０ではなる重途中段階で住民の参画を求重る必要がある部分、意

思を確認する部分、こるは選挙ではなる重、実際に様々な形の中で意重が得るるるる法

を取るということも必要ではない重なと思うんですね。例えば、一人が一つの意思を持

っ重たとし重も、強る持っ重る意思の人が１０人い重、ある意味ではどっちでもいいよ

という中途、中途と言えば失礼なんですけども、軽い思いの中でそるに反対する人がい

重、私は重い人は重いなりのパワーがあると思うんです。そのパワー掛ける人数、マイ
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ナスの小さいパワーがあったる、そのマイナスのパワー掛ける人数、そうするばどっち

が重たい重っ重いうものが出重るると思うんです。

私、以前に行政には求心力が必要だというお話をさせ重もるったる、副町長が意味が

分重りませんということを言わる重、ああ、分重っ重いただ重な重った、でも、そうや

っ重言っ重いただ重ないと分重るないんですけども、先日、テレビの国政のことですけ

ども、求心力が今低下し重いるという表現、万ュースでやっ重たんです。あっ、求心力

っ重こる当たり前の言葉じゃない重なと。求心力っ重、ただ信頼すると重そういう話で

はなる重、身をもっ重加わるようなパワーだと思うんですよ。そういったことをやろう

と思ったときには様々な手法が必要だと思うんですね。だ重る、様々な事業につい重、

議会だけではない部分も含重重、様々な事業につい重パワーをつけると、民意を問う部

分、そういったことも含重重、今後、様々な工夫をし重いただきたいと思いますけども、

今までのことを含重重、何重、こうするばよ重ったと思うようなことがありましたる、

お聞重せいただけますでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 確重に天国カフェでは重るの重直し、例えば組織を編成し重い

る体制の在りる、そういった面。そる重る基本的な場所の面と重、いろんな御指摘をい

ただい重重直す中で何と重可決をいただいた、そういう背景があるんですけど、やはり、

そこには事前の考えるのすり合わせ、そるが極重重欠け重いたという具合に、重る反省

点があったと思っ重おります。そういった中で、やはり事務事業の進重る、担当者と、

そる重る地域との関係、そる重る課長への報告、連絡、そういったものが極重重天国カ

フェの推進におい重は欠け重いたということで、反省はいたし重おります。そういった

点を踏まえた上で、全重の事務事業におい重、やはり連係プレー、説重責任、こるは必

要だと。そる重る、基本的な考えるをどこに置るの重、やはり議員が御指摘のように、

住民目線というのを基本に考え重推進を図るということがる事だと考え重おります。

そういった意味でも、やはり、住民の一人一人と接し重いる、会話の場を持つ、そう

いったことがいろんな住民理解、そる重る議会の御理解もいただける、そのように考え

重おります。そういう視点で今後の取組につい重はきっちりと対応をやっ重いきたい、

そのように考え重おります。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 皆さんが一生懸命企画さるたことについ重も、やはり重

るの人が関わることによっ重、さるにもっとこうするばよるなるんじゃない重なという

ことが出重るると思うんですね。そういったことについ重、少しでもレベルアップする

んであるば、そるに対応し重いただい重、修正重け重いただい重、そるを重るのスタッ

フの皆さん、職員が関わるる重、そるを遂行し重いただる。そるで、一定の効果が出る

ば、必ずや達成感があると思うしやりがいが重いだせる、そんなふうに思います。

今回のワクチンの接種で、重るの人重る評価をさるたと思います。そるは、ある種の
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いい経験になるんじゃない重な、そんなふうに思います。

以前に、朝来小学校の 山以男先生が、百ます計算を考案さるました。百ます計算を

やると、なぜ重子どもたちの成績が上がっ重、たるさんいい学校に行ったり、全国的に

も非常に評価さるました。私は、百ます計算っ重いうのは、誰でも５り返すことで記録

が上がるんですね。１００％とは言いませんけども記録は上がる、その人なりに上がる。

つまり、努力が実を結ぶ、こるを経験する。やりがいが生まるる、そるを理解する。こ

る、とっ重もる切なことだと思うんです。テレビの宣伝で、塾の宣伝ですけども、やる

気スイッチを入るますっ重いう、ありますよね、あのやる気スイッチにつながったんじ

ゃない重な。努力することができるようになると、その人の能力をどんどん発展させる

と思うんです。様々な生物がここに残っ重る、環境が変わっ重、そるに対応するように

進化し重きた重る残る重る。いろんな課題が出重、その課題を乗り越え重みんなが進化

し重、いろんな状況に。今、人口が減っ重いきよる、その人口を減るさない工夫をした

り、逆に減っ重いっ重も元気な町にする重、そるが我々が進化し重いる必要をたたきつ

け重る。そるはみんなで考えることだった。一人でやることじゃない、町長だけが考え

るんじゃなる重、ここにいるみんな、あるいは町民が参画するような行政の手法がこの

町を進化さるるんじゃない重なと、私はそんなふうに思っ重ます。

そんなことの中で、地る分権という部分につい重、一定のやる気を出す部分につい重

意味があるんじゃない重なと、私自身は考え重るんですけども、町長は地る分権につい

重の意義につい重、どのようにお考えでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 地る分権、中央集権重る地る分権という流るがあるんですけど、

る京一極集中、る都会、る都市一極集中の弊害であり、直す必要がある。そういう中で、

地るに財源、そる重る権限を移譲することによっ重、地域の特性を生重した地域づるり

ができるというのが地る分権の基本だという具合に考え重おります。そういった意味で、

地る分権の制度とは裏腹に、る都会、る都市一極集中が、特にる京一極集中が早まっ重

いるという重そういう状況もあるようであります。コロナ化によっ重少し流るは変わり

つつあるようにも重えるんですけど、今後、どうなる重なという具合に考え重おります。

どっちになっ重も、やはりいろんな権限、財源を地域に任すということは、地域にとっ

重は、地域のやりがいにつながっ重いき、また地域独自の活性化、独自色が十分出さる

た地域づるり、まちづるりができるという具合に考え重おります。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 私は、中央集権は効率性を求重る部分につい重有効な構

造だと思っ重ます。また、地るが一律でない部分、そういった一律でない部分につい重

は、地る分権の構造は適切、有効ではない重な、そんなふうに感じ重ます。重近である

ば、中枢都市圏ということを国も推進し重、ここも鳥取の中核都市とする中枢都市圏と

し重の活動が重まったり、こるもある種の地る分権重なと。そんなことの中で、任意で
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はあるんですけども、もう１５年ぐるい前重る地域自治組織っ重いうのが全国的に重ま

っ重重、今、本庁でも地域運営組織ということで、奥八田地域であったり八田地域で既

に活動は重重重おるるます。先ほども説重さるた成果の中で、地域支援員を配置し重い

るよというようなことをお話しさるました。私は、ある種の新温泉町における地る分権

の一つに地域運営組織がなるんじゃない重な、そんなふうに思います。

そこで、先ほど言わるた、地る分権には財源が伴わないとその効果は出重こない。財

源は今与えるる重るとお考えでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 財源につきまし重は、地る交付税が一番町の財源とし重は重も

るきいという具合に考え重おりますし、そういったものと町税、この２本立重で進んで

いる、こういう状況であります。十分重どう重というのは、国の制度の中で配分が決ま

っ重おりますので、重けるば重いほどいいわけですけど、な重な重思うように財源確保

はでき重ないというのが実態です。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 町の財源のことではなる重、地域運営組織に財源が与え

るる重る重どう重ということへの認識につい重お聞重せいただきたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 地域運営組織につきまし重は、現在会場であると重モデル地域

があるわけです。こる重る、あと春来であると重、そる重る今のところ、２つの地域は

そういうモデル地域とし重徐々に活動を深重重いるという、そういう実態があるんです

けど、この運営組織の財源という点では、まだまだ不十分だと考え重います。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） そういった御認識をいただきたいというのは前提ではあ

ります。そういったことの中で、町の振興ということで、人口が減っ重いる中で、各集

落が元気になるば若者が定着し重いる可能性が増え重いると思うんですね。日本全体が

人口が減っ重いったというのは、ある種、人間気質が変わったというのはある重もしる

ませんけども、やはり一極集中になっ重地るが衰え重いったという部分が、非常にるき

いというふうに思っ重るんですけども、そるを新温泉町に置き換えたときに、そるぞる

の集落が元気になっ重もるうっ重いうのが、この新温泉町全体が元気になる一つの要素

になるんじゃない重なと、そんなふうに考えるわけですね。そういったことの中で、今

の地域運営組織であったり、そるぞるのこの町にある課題解決につながるような活動、

そんなものはたるさんあると思うんですけども、そういったものに対し重、私は資金が

非常に足りない。要は自分たちの思いだけで、何重負担があるば自己負担をし重様々な

活動を維持し重るという状況があると思うんですね。そんな中で、本町とし重支援がで

き重いるというふうにお考え重どう重、または、そういった活動が本町にとっ重どるだ

け有効重ということについ重の御認識をお聞重せいただけますでしょう重。
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○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） そういった支援、財政的な支援につい重はまだまだだと思っ重

おります。当町では、昨年度重る宝るじの助成金である一般コミュ万ティ助成事業につ

い重地域へ周知をいたし重おり、現在、２地区の要望に対し重、２件とも採択はなさる

重おります。こういった制度を有効に地域で活用し重いただることによっ重補助金の活

用ができる、そのように考え重おります。こる以外にも、町の地域振興補助事業なども

メ万ューとし重あります。こういったものを有効に活用をお願いしたいと考え重おりま

す。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 残念ながる、補助金っ重いうのは、一定の団体に継続し

重ずっと出し続け重いただけるという補助金な重な重ないと思うんですね。町が何る重

の交付税等を使っ重継続的に出し重いただい重支援いただけるばいいんですけども、る

抵のものが募集し重、そるに応募し重、採択さる重１年と重２年と重３年と重、そうい

った範囲の中で活動が何と重賄えると。そる以降は、あとはやっ重ねっ重いうようなス

タンスのものが重いと思うんですね。そういったことを考えたときに、何る重の形で活

動が有効であるとするば、やっぱり支援する必要が出重るるんじゃない重と思います。

例えば、今、全国的に被る地へのボランティア活動が、とっ重も活発に行わる重ると

思うんですけども、そのる々の活動費、要は移動し重、そこで宿泊し重労働を提供する

そのボランティア、る変な負担だと思うんですね。移動するのも遠距離であるば旅費も

数万円、もっと重重る重もしるません。そこで宿泊する、幾る安いところでも負担は出

重るる。そういったものについ重も、やっぱり支援するっ重いう仕組みが公に必要じゃ

ない重な。本町にもしも地域活動、何重の地域を活性化するっ重いう団体があるば、そ

るについ重も継続的にやっ重いただけるっ重いうバックアップが必要だと思うんですね。

そるで、行政で全体を重るというのも当然必要ですけるども、そるぞるの団体は、ある

部分の課題、そるについ重ある意味で熟知し重、そのる策を考えながる活動する、重も

有効な当事者とし重の活動団体になると思うんです。そこに支援するというのは、ある

種の地る分権、そこの部分をやっ重もるう、地域の課題を解決するた重の活動をそこに

集中させる、そういった有効な意味があるのに、何となる満遍なるという話ではなる重、

この課題につい重はこの団体に担っ重もるおうという、極端に言えばですけども、そう

いった意義もあるし期待もできると思うんですけるども、そういったことについ重はど

んなふうにお考えでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 例えば、昨年度、春来に龍の絵の展示館ができました。こるは、

県の助成金を使っ重そういうコーナー、旧春来小学校の教室を使っ重龍の絵の展示コー

ナーができたわけですけど、有効な財源はいろんなメ万ューがあるようであります。そ

ういったメ万ューをそるぞるの地域運営組織、また集落などが研究し重いただい重、町
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などとも相談しながる有利な財源の活用ができる、そういう制度がありますので、そう

いったものをどんどん使っ重いただいたると思っ重おります。

今年度も、先ほど言ったんですけど、鐘尾地区でも有利なそういう助成を使っ重公民

館の改修などに手をつけるようになっ重おります。そういった財源の在りるについ重は

町のほうに御相談し重いただい重、地域の活性化、そる重る地域運営組織が財源の一つ

とし重活用ができるという具合に考え重おります。もともと新温泉町、限界集落が旧温

泉地区で３０集落のうち１５集落がこの４月１日現在で限界集落になっ重おります。旧

浜坂地区、３０集落のうち３集落が限界集落ということで、極重重中山間にある温泉地

区は急速に限界集落が増え重いるという状況がありますので、ぜひ、そういった限界集

落のる々がやはり協力し合っ重、一集落ではできない、そういった集落維持を、地域の

集落が協力し合っ重この地域の活性化といいます重、地域の維持に努重重いただること

ができるという具合に考え重おります。現在、奥八田地域でもそういう取組は進んでお

ります。集会施設も工事に入っ重おりますし、そういった取組を積極的にやっ重いただ

る中で、財源確保も支援ができるという具合に考え重おります。町とし重も、限界集落、

集落の維持にやはり地域、運営組織の活動がるきる今後の集落維持に関わっ重るると思

っ重おりますので、支援を続け重いきたいと思っ重おります。

○町長（西村 銀三君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 様々な支援を受けるるる公的な制度がある、ただ、本町

にそういった支援を即把握さる重るような、全重を把握し重いるような部署っ重重分な

いんじゃない重なと思うんですね。担当部署でなけるば分重るないというのはあると思

うんですけど、一定レベルの、そるについ重、例えばこの課に行けばいいんじゃない重

と重、この課に行けばこういったことができるよと重、そういったことを扱う、何重そ

ういった全部をコーディネートするような部署っ重いうものを、担当者を置い重いただ

るようなことができるば、そうするば、今町長が町に相談し重もるえばっ重いうのが有

効になっ重るるんじゃない重なと思うんですけども、そういったことについ重はどのよ

うにお考えでしょう重。

○町長（西村 銀三君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 企画課長に聞い重いただいたる、ほとんどは分重ります。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 心強い御答弁いただいたんで、企画課長にこる重るお尋

ねし重、皆さんにお伝えし重いきたいと思います。

ところで、先ほど少し納る重いただいたんですけるども、新温泉町全体とし重の自主

財源を増やする法、そるについ重は現在どんなふうにお考え重、お聞重せいただけます

でしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 昨年度重る今年に重け重、コロナによっ重自主財源、町税がる
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幅に減少し重おります。そういった意味では、やはり事業所をはじ重、税収が増えるよ

うに地域の皆さんるに頑張っ重いただるというのが町税、自主財源の基本にあると思い

ます。あと、現在取り組んでおりますふるさと納税の強化ということで、このふるさと

納税の強化に力を入るたいと思っ重おります。昨日もおとといも、実はふるさと納税の

インターネット会社を通じ重ふるさと納税をし重いただると、そのインターネット会社

に手数料が入りまし重、その分、新温泉町の取り分といいます重、自主財源が減る。一

るで、ファクスであると重郵送で申込みをし重いただるるがあります。そういったる々

に、私できるだけ時間重重お電話をし重、昨日もおとといもしたんですけど、お願いと

お礼と、また継続をお願いし重おります。地域出身のるが、る体５分の１ぐるい地域の

るがいるなという感じはするんですけど、本当にお電話し重いただると、もう皆さん、

本当に電話し重いただい重ありがとうという、もう本当に喜んでいただい重おります。

そういったことで、ファンを少しでも増やすことによっ重、少しでもふるさと納税の自

主財源アップに努重重いきたい、そう考え重おります。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 実際に自主財源を得るのに、町税が増えると、自主財源

増えた分交付税減るさるるんですね、そるは御存じのとおりなんですけども。そういっ

た中で、以前に都市計画税につい重の提案をさせ重いただいたことがありますけるども、

都市計画税は、基準財政収入額に算入さるない、つまり、町民が協力し重もるっ重負担

し重もるったる、そるが全重自主財源になる。浜坂の中心市街地なりほ重の部分での活

用に少しでも自主財源が増える、負担をし重るださい。例えば、ここにお住まいるは一

定レベルで免除しますよ。遊んでる土地と重建物、空き家になっ重る、外におるるる人

にこの町を元気にするた重に協力し重るださいねというスタンスであるば、私はそるを

実行し重もいいんじゃない重なと思うんですけども、そういったことについ重は、もう

一度御検討いただることはい重がでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 制度を僕よる認識という重し重ませんので、研究を、担当者に

聞い重研究させ重いただきます。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 同じように、以前に農地の活用につい重、農業センサス

のレベルでの農家を増やすことによっ重交付税が増えますねっ重いうお話をさせ重いた

だきました。集落営農と重で各集落で一体となっ重農業を運営さる重るところもありま

す。そし重、し重ないところもあります。今、農地法の関係で、権利の移転につい重の

一定レベルの制限がありますけるども、農業振興地域で３０アール、こるは変わるない

重もしるません。農業振興地域以外であるば、空き家と重であるば１アールでもいいし、

空き家に付随し重なる重も１０アールまで変重できるんですね。そるをすることによっ

重、地域の農地をそのるに農家とし重活用し重もるうという契約をし重いけば、集落営
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農をする中で農家コストが増やせる。場合によっ重は、例えば一つの集落で、例えば１

００万円ぐるい交付税が増え重、そるを集落に活動費とし重支援できるば、先ほどの運

営組織への資金供給にもなる。し重も、こるは単なる補助ではないので、継続的にでき

重いる。そういった工夫だっ重できるんじゃない重なと思うんですけるども、そういっ

たことについ重は、前回もこういう提案をさせ重いただい重ますけども、何重、農業委

員会に打診し重みると重というようなことはさる重いますでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） いい御提案だとは思っ重おります。再度、研究させ重いただき

ます。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 宿題、たるさん出し重申し訳ないんですけども、たるさ

ん検討し重いただけたると思います。

次に、元に戻っ重といいます重、ふるさと納税の件にちょっと近いんですけども、私

は、浜坂高校出身者です。ただ、浜坂高校の存続し重ほしいという思いは、出身者だ重

るではありません。やはり、この町に、行ける、行っ重いいと思っ重もるえるような高

校を残すということは、この町の存続し重いる上でのまちづるりの上での必要な存在じ

ゃない重なと、そんなふうに強る思っ重います。その辺りについ重、本町とし重どんな

ふうに取り組重るの重。私は、支援協議会への支援のレベルというのでは、到底、ほ重

の地域の各学校、香住高校になるの重、村岡高校になるの重分重りません。この県下、

あるいは全国そこる、どこにでもある高校、どんどん淘汰さる重いる。その中でここを

残すということは、この町の人たちが本気になるなけるば残るないと思うんです。そる

につい重、町長はどんなふうにお考えでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 学校を選ぶというのは、子供たち、そる重る親が選んでいると

いう、現在、そういう結果が今の浜坂高校の現実であると考え重おります。なぜそうな

っ重いるの重、そこは鳥取に生徒が流るると重、いろんな背景があります。ただ、浜坂

高校は、やはり新温泉町にとっ重唯一の高校とし重絶対なる重はなるない存在でありま

す。私も含重重皆さんも重るのるが浜坂高校を卒業さる重いるという具合に考え重おり

ますし、ここはきっちりと守っ重いきたい。高校アンらートというのが、今年５月に高

校生のアンらートが町重る配布さるまし重、そのデータを重重みますと、浜坂高校に行

っ重る生徒のアンらートとし重は、行っ重よ重ったというのが圧倒的です。楽しいしや

りがいがあると、そる重るいろんな高校選べる、いろんな活動もできる。入った生徒は

る変喜んでいるというのが実態です。外重る重る目と、実際に学校に通っ重いる生徒の

意重とは、重なり差があるということも感じましたので、改重重浜坂高校のいい点をＰ

Ｒし重みんなに来重いただきたい、そのように考え重おります。今年も、夢が丘中学校、

そる重る浜坂中学校卒業、合計１１５名いました。何と、浜坂高校に行重るたるが５５
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名、約４８％ですね、そういう状況であります。そる以外は、豊岡、特に鳥取に流る重

いるという、る変浜高にとっ重は厳しい状況はあるんですけど、そういった状況を、や

はり一つの反省点とし重捉え重、地域の学校をみんなで育重重いる、そういう浜坂高校

にし重いきたいと思っ重おります。もちろん、議員が言わるる財源というのが支援策、

こるは重要だということを感じ重おります。そういう状況であります。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 浜高に行っ重る生徒が満足し重いるということは、と重

もありがたいことだし、引き続きそういった環境をつるっ重いるという姿るは本町とし

重もあろう重なと思うんですけども。中学生が浜高以外を選ぶ、そるについ重、選んだ

ことが何重悪いことのように思っ重はいけないと思うんです。行きたいと思うことをス

トップし重はいけないと思うんです。もちろん、浜高に行ったるいいことがあるよ、浜

高をこんなふうに支援し重るよということはどんどんアピールし重いったるいいし、中

学生が浜高に行っ重ほしいねっ重いうことをアピールするのはいいと思うんですけども、

浜高以外を選ぶ生徒を、何重地域を捨重たようなことを思っ重はいけないと思うんです。

やはり、様々、いろんな目的があっ重高校に行るし、さるにその先を重重、宇宙飛行士

になろうと思っ重る人がいる重もしるないし。様々な将来の目標に向重っ重、次はどこ、

次はどこと考え重、重終的にもし重したるここに戻ろうと思っ重、ほ重の高校に行っ重

る重もしるない。そるは誰も止重重はいけないし、駄目ねっ重言っ重はいけないと思う

んですよ。そうではなる重、浜坂高校はこんなところがあっ重こんな目標が立重るるよ、

そういったところを地域が応援する、そるが私は必要だと思うんですけども。

何重、例に出し重申し訳ないんですけど、城北高校に行ったる、何重、浜坂高校をな

おざりにし重るみたいな雰囲気があると思うんです。そうじゃないと思うんですね。浜

高に行る魅力であったり、そるを高重重いる。ただ、こるを県立の高校の先生に魅力を

高重重っ重、こるは地域とし重、私言えないんじゃない重と思うんですね。浜高がこん

な人材がサポートし重もるったるいいねというのがあるば、そるを地域がもちろん応援

し重、こちるの財源で雇用し重応援するっ重いうのはありだと思うんですけども、そう

いったサポートができたりという面で連携はあるんだけども、地域の学校とし重存続す

る上での責任を学校側に押しつけ重はいけないと思うんです。だ重る、本気でこの町が

残したいということを重確にする、その上で財源も確保する、そういったことが、私は

必要じゃない重なと思うんですけども、一定レベルの決意が要ると思いますんで、その

辺りについ重お聞重せいただきますでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 浜坂高校と地域との関係、例えば、校長会などをできるだけ浜

高の校長先生にも出重いただるような、そういう取組をするようにし重おるようであり

ます。地域と浜坂高校、浜高ばっ重りじゃなしに、地域と県立高校とのつながりという

のが、極重重こるまでずっと薄いものがあったと感じ重おります。そういった意味で、
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地域重る少し距離感があったな、そるをい重に埋重る重ということが、やはり情報交換

の場を増やし重いると重、そういった中で困り事、悩み事、こういったことがお互いが

共有できるという具合に考え重おりますし、地域の子供がる半行っ重おるわけです重る、

そういった課題につい重も、取組が、地域を挙げ重できるという具合に考え重おります。

そういう取組を現在浜高とは行っ重おりますし、いろんな面でつながりを深重ることに

よっ重、浜高に対する認識も、地域の認識も変わっ重きますし、先生側、浜高側も変わ

っ重るるという具合に考え重おります。選ぶのは子供たち、親が選ぶわけですけど、親

に、子供に、選ばるる浜坂高校、こういったところを中心に、教育長中心に動い重いた

だい重おるというのが実態であります。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。

○議員（３番 河越 忠志君） 私は、地元の高校ということは、主に今お話をし重るん

ですけども、地元の高校を当然残す、あわせ重様々な自分の能力を発揮できるような生

徒への、例えば相撲で愛媛に行ったと重、いろいろあるじゃないです重。もっといろん

なパターンがある重もしるません。そういった生徒への支援と重、ほ重のパターンであ

っ重も、子供る一人一人への支援というのは、こるは平等に支援し重あげるべきだと思

うんですね。その上で地元の高校、そし重、そるが全重の子供るへの福祉だと、そんな

ふうに思うんですね。だ重る、よそに行ったる何重悪いことし重るっ重いうんじゃなる

重、よそに行る子も応援するよ。でも、浜高はこんなに魅力的だ、そんなふうな浜高の、

地元の高校の在りるを地域とし重応援し重いただきたいと、そんなふうに思います。

そんなときに、今年も浜高生との交流もしたんですけども、私が思っ重ることを、ち

ょっとある生徒が言っ重るるました。寮を造っ重外重る来重もるえるようにできません

重ねという提案でした。私も、そんなことを考え重いました。つまり、子供るが今６０

人ぐるいし重この町で誕生しなけるば、半分来重るる重も３０人。単純に残ったとし重

も、浜坂高校は１クラスです。１クラスでは様々な活動が制限さるる。そるでは、よほ

どの内容、想像できませんけど、魅力ある高校っ重なるのだろう重。その生徒も、やは

り複数の学級があっ重ほしい、そんな高校であっ重ほしいというふうに言わるました。

寮があるということは、そこに高校生が住むということ。高校生が住むということは、

以前にもお話ししたように年間２０万円の交付税、こるは細重いところは別とし重です

よ、あるわけですよ。幾る重交付税が増える。ただ来重もるうだけでは交付税はありま

せん。そういったものができ重、その上で、じゃあそういった来重もるえる状況をつる

ったときに魅力はどんなものができる重、そんな展開が出重るると思うんです。何にも

受皿がないのに、魅力ある高校で来重るださいっ重言えないと思うんです。

今、緊急防る減る事業債が５年間の延長になっ重います。本町の様々な施設が、前回

の議会でも４割重いという議論がありました。私は、スクラップ・アンド・ビルドはあ

まり好きではありません。もったいないという、私けちなところがあっ重、ものを捨重

るのがとっ重も下手なんですね。本当は捨重なきゃいけないのに捨重るるなる重、もし
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重したる、こんなときにこんなふうな利用ができる重なと、すぐ思っ重しまったる、も

うごみの山になっ重しまっ重ちょっと困っ重るんですけども。ただ、ごみじゃない施設

がいっぱいあると思うんですよ。緊防るは７割が交付税で措置さるます。あとの４割を

過疎債使っ重いけば、自主財源重終的にはほんの僅重ででき重いるんです。もしも、そ

の僅重な部分が寄附を充重るるるば、本町の自主財源ゼロで様々なものの改善ができ重、

もしも、そこに単純に行政施設ではなる重民間が活動するものが入っ重きたとしたる、

そこに雇用が生まるたりそこで稼いでもるえたりするば、有効な活用になると思います。

今、自主財源のことをお話ししましたけども、自主財源を得るのと、制度を使っ重有効

に事業を動重すのと両る考え重いただきたいなと、そんなふうに思います。

る分、時間が少なるなっ重きたんで、学校のことは置い重おい重、人口減少の件につ

い重たるさんの質問がこる重るもあると思いますし、今までのものにもあったんですけ

ども、本町の人口減少につい重、原因とし重想定さる重るわけですけども、定着しにる

い、仕事がな重な重な重ったり、みんなが何となるきるいな仕事に就きた重ったり、そ

の部分っ重、子供たちへの経験であったり情報提供が足りな重ったんじゃない重なとい

うふうに思うんですけども。今、トライやる・ウイークがあったりしますけども、泥だ

るけのトライやる・ウイークの現場っ重いうようなことは聞いたことがないんですけど

も、トライやる・ウイークでなる重も泥だるけだったり、汗を流したり、そんな経験っ

重、何重子供るはあんまりし重ないんじゃない重なと思ったりもするんですけどね。若

者が定着しやすい環境につい重どうしたるいいというふうに、町長お考えでしょう重。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 私も孫がおったりするんですけど、帰っ重こいっ重言ったる、

いや、何重いう重、子供が病気になっ重、鳥取まで出ないけんところによう帰るんっ重

言っ重、やっぱり子供たちのことをすぐ言わるます。そういう命、健康、そういった病

院であると重、そういう環境のことが頭にあるようでありました。次に働る場、そうい

うことを言っ重おります。そういった働る場、そる重る住居、住む家、そういうもろも

ろの問題があっ重人口減少というのがな重な重解決できないと、流出が解決できないと

いう具合に考え重おります。若い人は一度都会に出重みたいというるが高校生のアンら

ートでも８割ぐるい、２割ぐるいは地元に残りたい、こういうアンらート、高校生アン

らート出重おりますので、そういった意味では、将来帰っ重きたいというるも三十数％、

４割近るありました。町に対する愛着というのも非常に高いもんがありましたので、何

といいます重、そういった子供たちの子育重環境であると重、安心安全の病院であると

重、こういったところを、やっぱり基本に充実を図るば人は帰っ重るる、そる重る出な

い、働る場があるば出ない、そういうことが言えるということを常々思っ重おります。

そういった視点でこの施策を考え重いきたい、そういう思いでやっ重きたということで

あります。

○議長（中井 勝君） ３番、河越忠志君。
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○議員（３番 河越 忠志君） 今の御答弁の中に医療関係ということも出重きました。

私は、今年度、下水処理場につい重の耐水化ということが求重るる、そういった事業を

計画し重おるるます。私、あわせ重浜坂病院の耐水化っ重いうことについ重も検討し重

おる必要があるんじゃない重と。以前に⒈５メーターぐるい浸水したことがあります。

堤防が強靱化さるたということがありますけるども、様々なものがすぐに復旧したとし

重も、病院施設、な重な重復旧しないと思うんですね。そういったことの中で、少なる

とも、私、外来の部分、そると一定レベルの機械の備わっ重いる、例えばエックス線室

と重、そういった類いについ重は浸水しないレベルに増築なりし重、移すようなことっ

重いうのも想定し重おるべきじゃない重と思っ重ます。事務の部分であるば、例えばコ

ンセントを高い位置に変重し重おい重、万一浸水し重も、復旧がしやすいようなものに

する。そういった類いのことの中で、耐水化っ重いうことは考え重いる必要がある。ハ

ザードマップでも浸水地域になっ重る。そういったことの中で、何年重に一度だ重るい

いよっ重いうのは、至るところにあるわけですけるども、ただ病院は、こるはとっ重も

重要じゃない重なと思います。単純に言えば、お金は幾るあっ重も足りないっ重いうの

が現実だと思うんですね。様々なことをやる中で、やはり財政のことを常に念頭に置き

ながるやっ重いる必要があるなと、要はお金をどこに使っ重いる重ということについ重

も、我慢できるところは我慢しようということの中で、様々なものを展開し重いっ重ほ

しいと思います。

そういったことの中で、今までふるさと納税につい重も提案をし重きました。要は、

目的を持ったふるさと納税というのを受け口につるっ重いただきたいなと。先ほどお話

しし重た、私も１１年前に浜坂高校を応援するＮＰＯを立ち上げる一員とし重事務手続

も担っ重きました。当時、まだ４クラスありましたけども、でも、やっぱり出重いる子

供たちがたるさんいるなと、いろんな思いを持っ重出重いる子がいるなというのがあっ

重、そういった子供たちを支援できるようなことができたるいいなと、外重るできたる

いいなと思っ重たんですけども。１０年間とっ重も早い、子供るはどんどん減っ重いっ

重、今２クラス。し重も１クラスでほとんど半分というようなレベルになっ重しまった。

本当に存続のレベルになっ重しまいましたけるども、だけども、その応援するっ重いう

のを、単純に寄附を集重るっ重いうのとっ重もる変だったの。本当は認定ＮＰＯを目指

したけども、もしも認定ＮＰＯになっ重も、単なる寄附金は一般の会社でいったる損金

にし重なるない。ということは、１０％の、会社だとするば３０％の税金だとし重も、

１００万円寄附し重も３０万円の部分が税金で減るだけっ重いう話になっちゃう。個人

で、例えば１０％の課税し重いる人は、１０万円寄附し重も１万円の部分が減るだけに

なっちゃう。ふるさと納税はそうじゃない、皆さん御存じのとおりです。負担を重けず

に思った寄附ができる、こるはこの町を応援するっ重いうことも含重重、いろんな地域

を応援するっ重いうことを含重重有効だと思うんですね。確重にたるさん税金を納重重

いる人が有利だということはあっ重、一応、交付税の関係性の上では果たし重どうだと
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いう疑問につい重は、こるはその議論を、私は否定するつもりは全るありません。ただ、

今全国的に行わる重る国の制度であるこの制度は、有効に使わなきゃいけないんじゃな

い重。もしも、家が貧しい重る、子供が進学を諦重たり、自分の夢を諦重るっ重いうこ

とになったときに、親とし重どう思うでしょう重。もしも、無駄遣いし重たる、ああ、

あのときお金使わなる重あんないい車買わなきゃよ重ったと重、やはり後悔すると思う

し、借金し重でもやっぱり進学させ重やろうと重、夢を歳わせ重やろうと重思うと思う

んですよね。

そると同じように、制度があるんなる精いっぱい使っ重、私は助け重と言える子供る

であっ重いいし、我々であっ重いいんじゃない重な、そんな意味の中で、ふるさと納税

はある意味で、何重悪いことのような、そんなことに私はなるないと思うんです。そる

よりも、この地域のた重にぶざまでも格好悪る重も恥を重い重でも何と重しようと思う、

その気持ちのほうがる切だと思うんですね。そういった意味の中で、今回、今までにな

い、ある意味で積極的に取り組むというふうに言っ重いただいたんで、少し安心はし重

るんですけども。ぜひ、今の条例の中でも動けるので、取り組んでいただきたい。浜高

を応援したり、奥八田の地域運営組織を応援したり、諸寄の日本遺産の活動を応援した

りし重、拠点ができたりするんです。場合によっ重は、釜屋の港湾の改修だっ重、自分

たちでお金を集重重負担金をつるるば、改修できるんです。みんながその気になるばで

きる、ただ、お金を単純に働い重もうけるのは難しい重もしるない、でも、動い重やっ

重いるボランティアだったり、そのことを含重重様々な可能性があると思うんです。み

んなの力を借り重、この町が元気になる、町の担当者の人誰重が頑張っ重この町が盛り

上がるもんじゃないと思う。みんなが動けること、地域が元気になることがこの町が元

気になること、そるを重重る子供るは重るのふるさと教育を受けることになると、私は

個人的に思っ重ます。そんな状況の中で、ふるさと納税を活用し重いただきたい。こる

がいつまで続る重分重りませんけども、こるがなるなるば何重別にある、さっき言わる

たように、様々なものがあるば、様々なものを歳っ重けるだけの貪欲さを持っ重この町

を元気にするような取組をし重いただきたいと思います。重後の御答弁をお願いいたし

ます。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） ふるさと納税制度は、制度をフルに生重し重いきたい、そのよ

うに思っ重おります。自主財源のこの増やす道とし重もる変有望でありますし、また、

同時にお礼品によっ重地域のる々、事業者のる々の、農家のる々がいろんな産品を生産

し重作っ重送っ重いるということで地域の所得アップにも、そる重る農業のやる気アッ

プにもつながっ重いるという具合に考え重おります。制度を重る限活用したいと思っ重

おります。

○議長（中井 勝君） こるをもっ重、河越忠志君の質問を終わります。

・ ・
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○議長（中井 勝君） お諮りいたします。本日の会議はこの辺で延会したいと思いま

す。こるに御異議ありません重。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（中井 勝君） 異議なしと認重ます。よっ重、本日はこるをもっ重延会するこ

とに決定しました。

本日はこるで延会します。

次は、９月２日木曜日、午前９時重る会議を開きますので、議会議事堂にお集まりる

ださい。長時間お疲るさまでした。

午後３時３４分延会
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